霊界物語　第１巻　霊主体従　子の巻　　　あらすじ
■出口王仁三郎が明治31年に高熊山で一週間の霊的修行を行い、幽界・神界を探検した時に目撃した出来事。および太古の地上神界で邪神が「玉」を手に入れるための闘争のドラマ。
●第1～22章
　上田喜三郎（王仁三郎の幼名）は木花咲耶姫の使者・松岡芙蓉仙人に導かれ、中有界の幽庁で大王と面会。幽界（地獄界）と神界（天界）を探検旅行する。　天地の剖判を目撃し、日地月の発生、大地の修理固成の様子を見た後、地上神界のドラマへと移る。
●第23～36章
　地上神界で、竜宮城を占領して「麻邇（まに）の珠」（潮満の珠、潮干の珠）を手に入れるため邪神が闘争を起こし、神軍と魔軍の大戦争となる。その後「真澄の珠」を合わせて三つの珠をめぐる争奪戦になる。
●第37～50章
　黄金水から生じた12個の玉を、邪神の竹熊一派が奪い取ろうとする。奸侫邪智を尽くして10個を手に入れるが、戦闘の末、竹熊は死んでしまう。
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霊界物語　第２巻　霊主体従　丑の巻　　　あらすじ

■邪神の勢力が神界を混乱に陥れ、国祖が「天地の律法」を制定して地上を治めようとするが、宰相格の稚桜姫命がまず最初に律法違反の罪を犯してしまう。
●第1～20章
　死んだ邪神の竹熊らが再生して美山彦となり、再び神界を攪乱して行く。　第11章からは常世姫（とこよひめ）が登場し、邪神の中枢として暗躍。竜宮城で信用が厚い言霊別命を失脚させるために、セクハラ事件などをでっち上げ、自分が権力を持とうと奸策を仕掛けて行く。
●第21～37章
　常世姫のいる常世国（米国）で、言霊別命は暗殺されそうになり脱出。しばらくアラスカで活動した後、竜宮城に帰還する。
●第38～42章
　太白星（金星）の精霊・生代姫命（いくよひめのみこと）から、黄金水の玉に替わる新しい12個の玉が地上に与えられる。　この太白星の玉はシオン山に祭られ、その玉を奪い取るために美山彦ら邪神が戦闘を開始。シオン山をめぐる攻防戦が行われる。
●第43～50章
　言霊別命（ことたまわけのみこと）は常世姫のために濡れ衣を着せられて失脚。　国祖・国治立命（くにはるたちのみこと）は地上神界の混乱を鎮めるために五戒律・三綱領から成る「天地の律法」を制定。天下に実行させる。　　竜宮城の主宰神である稚桜姫命（わかざくらひめのみこと）が浮気をして律法を破ってしまい、国祖の命で幽界へ追放されてしまう。

霊界物語　第３巻　霊主体従　寅の巻　　　あらすじ
■前半では、国魂が祭られた12の山でのエピソードが、中盤では、後に日の出神となる大道別（道彦）のエピソードが、後半は、宰相格である天使長が次々と更迭され神政が瓦解してゆく様子が描かれている。
●第1～28章
　国祖・国治立命は太白星の12個の玉を世界12ヶ所に祭り、各地に八王神（主権者、国王）と八頭神（宰相）を任命して世界を統治する。　邪神はこの国魂（国玉）を奪い取るために、各地で陰謀をたくらみ、静かな戦いが繰り広げられて行く。　ローマで12の八王神が集まって魔軍との大戦争が起きた。八王同志で仲間割れし、また各地に残った八頭が八王に反旗を翻すようになり、世界は分裂して行く。
●第29～39章
　大道別（道彦）と八島姫は天上界の国直姫命から特殊使命を与えられ、邪神の陰謀を探知するために常世城に潜入する。
●第40～50章
　国玉を祭った12ヶ所のうち10ヶ所までが邪神の常世彦の配下になってしまう。　　初代天使長・大八洲彦命（おほやしまひこのみこと）を始め、二代、三代天使長が次々と更迭されて行き、神政は崩壊して行く。
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霊界物語　第４巻　霊主体従　卯の巻　　　あらすじ

■邪神の常世彦が主催した世界平和会議「常世会議」と、常世彦の陰謀により国祖・国治立命が隠退に追い込まれてしまう「国祖隠退」、および神の目から見た宇宙の姿「神示の宇宙」が本巻の内容。
●第1～28章
　八王大神常世彦が常世国（米国）に世界各地の代表者を集めて平和会議を開いた。名目は世界平和だが、実は国祖を追放して代わりに盤古大神を地上霊界の主宰神の地位に就かせ、その下で自分が政治の実権を握って世界の盟主になってやろうという、世界征服の野望が秘められた会議である。　主宰者側から「武備の撤廃」と「八王の廃止」が提案され、会議は混乱・紛糾し、また怪奇現象が続発した。　しかし主宰者の常世彦が急病で倒れてしまい、会議は休会する。妻の常世姫は常世彦と容貌がそっくりな道彦（大道別）を影武者に仕立て、会議を再開する。　実は道彦は邪神の陰謀を破壊するために潜入していた工作員だった。そのため常世彦・常世姫の思惑とは異なる方向で会議が進んでしまう。
●第29～45章
　四代、五代天使長が次々と更迭され、常世彦が六代天使長に就任した。その死後、息子（常世彦を襲名）が七代天使長となる。
　常世彦は国祖を地上霊界の主宰神から追放するためにあれこれ画策する。　そしてついに天の大神は、世界の混乱を鎮めるために国祖に隠退するよう要請する。国祖は決心をし、自分は艮の方角へ、妻神・豊国主命は坤の方角へ隠退することになった。天の大神は、国祖復権の時には自分も天から地に降りてきて神政成就の手伝いをすることを約束する。
●第46～50章
「神示の宇宙」論が多数の図表入りで説明されている。地球は地「球」ではなく地「平」であるというのが大きな特徴の一つである。
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霊界物語　第５巻　霊主体従　辰の巻　　　あらすじ

■国祖隠退後の世界が描かれている。
　神政は崩壊し天変地異が続発。空には「天の浮橋」が出現し、予言と警告を伝える言触神（宣伝神）が世界各地に派遣される。
●第1～9章
　国祖に替わり盤古大神・塩長彦が地上霊界の主宰神となり、政治の実権は八王大神・常世彦が掌握した。しかし神祭を怠り放縦不軌の政治のため、世界は大混乱に陥る。また国祖の神霊が脱けたため天変地異が続発するようになった。
　塩長彦と常世彦の息子・娘たち四人が、エデンの園～顕恩郷で奇妙な体験をする。
●第10～28章
　竜宮城から空に向かって巨大な黄金のＴ字型の橋「天の浮橋」が出現し、「救いの鈎（かぎ）」による神々の救済が開始される。
　天教山では正しい神々が招集され、野立彦命（のだちひこのみこと）（国祖の変名）の予言と警告を伝えるために、言触神（宣伝神、宣伝使）となって世界各地に散って行った。
●第29～50章
　宣伝使たちの宣伝活動。地中海・サルジニア島での祝部神、モスコーでの月照彦神、青雲山での天道別命、南高山での神澄彦、常世国・スペリオル湖での少名彦神、常世国・紅の港での磐樟彦、紅の郷での足真彦。

霊界物語　第６巻　霊主体従　巳の巻　　　あらすじ　

■大洪水と、その前後の出来事が描かれている。
●第1～14章　大洪水が起きる直前の、宣伝使たちの活動。常世国・鬼城山での足真彦と月照彦、常世国の東岸での春日姫・鷹住別・弘子彦、長白山での日の出神・春日姫。
●第15～18章
　567日間、大洪水と大地震が続き、地球の地軸が傾いた。
●第19～30章
　泥海となった地上を修理固成するため、イザナギ、イザナミ、アマテラスの三柱の神（天の大神）による島生み神生みの神業が行われる。
●第31～50章
　五大教と三大教が統合して三五教が誕生。三五教の宣伝使による神教宣伝活動が始まる。
イタリアの御年村～ローマでの広道別たちの活躍。
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霊界物語　第７巻　霊主体従　午の巻　　　あらすじ

■日の出神のアフリカ物語。　イザナギの御子である日の出神が日本を出発し、インド、オーストラリア、アフリカを旅しながら、神の教えを宣伝し、神柱となる各地の守護職を任命して行く。
●第1～13章
　日の出神は大台ケ原の聖場を占領していた八岐大蛇を追い払った後、天教山に登り、木花姫命から常世国（米国）の邪神を言向け和せとの命を受け、船に乗って旅立つ。　インドの白雪郷で、ウラル彦の手下に捕らわれていた酋長（面那芸）と祝姫（はふりひめ）を救出。二人も日の出神についてゆくことになる。
●第14～23章
　日の出神は船中で出会った田依彦（たよりひこ）、時彦、芳彦を伴い竜宮島（オーストラリア）へ上陸。「酒の滝壺」で時彦、芳彦の口から焼け石（副守護神）を吐き出させて酒嫌いにさせる。
●第24～50章
　筑紫島（アフリカ）に上陸。熊襲の国、肥の国、豊の国、筑紫の国の守護職を任命して行く。

霊界物語　第８巻　霊主体従　未の巻　　　あらすじ
■南米が舞台。
　高砂島（南米）で日の出神の弟子たちが宣伝活動を行い、各地の守護職が決まって行く。
　また、第10巻の「黄泉比良坂の戦い」に向けた伏線が張られて行く。
●第1～12章
　筑紫島（アフリカ）から高砂島（南米）のテルの都（チリ）に向かう船の中で、日の出神は清彦と出会い弟子にする。　面那芸司（つらなぎのかみ）が乗った船が沈没したという話を聞くと、日の出神は海に飛び込み、「海の竜宮城」へ救出に向かう。
　日の出神はそこで淤縢山津見（おどやまづみ）（醜国別）と正鹿山津見（まさかやまづみ）（桃上彦）と出会う。邪神に包囲されていた伊弉冊大神（いざなみのおおかみ）を発見し、救い出して、常世国のロッキー山に向かう（と見せかけて実は天教山へ帰ってしまう）。
●第13～38章
　“仮日の出神”になった清彦は、高砂島のテルの国（チリ）からヒルの国（ペルー）へ宣伝を行い、紅葉彦（もみじひこ）と改名して、ヒルの国の守護職となる。　淤縢山津見と蚊々虎（かがとら）は、ハルの国（ブラジル）で宣伝を行い、原山津見（高彦）を守護職にする。　正鹿山津見はウヅの国（アルゼンチン）の守護職となり、五月姫（さつきひめ）と結婚する。
●第39～43章
　古事記の「黄泉の国の段」の言霊学的解釈。

霊界物語　第９巻　霊主体従　申の巻　　　あらすじ

■南米から中米が舞台。　松代姫、竹野姫、梅ケ香姫の三姉妹（松竹梅の宣伝使）が神教宣伝の旅をする物語。
●第1～11章
　松、竹、梅の三人は父の桃上彦（正鹿山津見（まさかやまづみ））を探すため、聖地エルサレムを発ち、船で南米に渡る。ウヅの国（アルゼンチン）で守護職をしていた父と再会する（第8巻第38章に話がつながる）。
●第12～26章
　松、竹、梅の三人は淤縢山津見（おどやまづみ）と一緒に常世国（米国）に向けて宣伝の旅に出る。
●第27～37章
　ハザマの国（パナマ）の酋長・春山彦の館で、松、竹、梅の三人を捕まえにウラル教の捕り手がやって来るが、鬼武彦の部下の白狐が身代わりになる。　春山彦の娘の秋月姫、深雪姫、橘姫の三姉妹（月雪花）は、松竹梅の宣伝使に感化されて、一緒に宣伝の旅に出る。
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霊界物語　第１０巻　霊主体従　酉の巻　　　あらすじ
■黄泉島（ムー大陸）で起きた「黄泉比良坂（よもつひらさか）の戦い」の物語。　常世国（米国）の大国彦一派が、天教山を侵略するための足がかりとして、太平洋の黄泉島（よもつじま）へ進軍し、そこで天教山の伊邪那岐大神・日の出神の神軍と戦争になる。
●第1～20章
　常世神王・大国彦は偽の日の出神となり、大国姫は偽の伊邪那美大神となり、兵を集めて黄泉島へ進軍しようとたくらんでいる。その陰謀を打ち破るため、鬼武彦や珍山彦、淤縢山津見らが、大国彦一派の拠点である常世城やロッキー城に乗り込む。
●第21～26章
　黄泉島での黄泉比良坂の戦い。　松竹梅の宣伝使が「桃の実」として大きな功績を立てる。
　大国彦、大国姫を始め邪神はみな改心をし、神々にそれぞれ役割が与えられる。
●第27～31章
　古事記の「禊の段」（伊邪那岐大神の禊）の言霊解。
●第32～37章
　アルタイ山麓の鉄谷村（かなたにむら）で、人身御供を要求する悪神の蛇掴（へびつかみ）を、石凝姥神（いしこりどめのかみ）と梅ケ香姫が退治する。
霊界物語　第１１巻　霊主体従　戌の巻　　　あらすじ
■中央アジアを東から西へ、コーカス山へ向かって進んで行く松竹梅の宣伝使（松代姫、竹野姫、梅ケ香姫）の活躍が描かれた物語。
コーカス山の大気津姫（おおげつひめ）が退治される。
●第1～7章
三五教の宣伝使・東彦（あずまひこ）はクス野ケ原で梅ケ香姫たちと出会い、大蛇（おろち）を言向け和しに行くが、すでに月雪
花の宣伝使（秋月姫、深雪姫、橘姫）によって言向け和された後だった。
●第8～14章　
梅ケ香姫は、黒野ケ原に孔雀姫という人間を食う化け物がいるという話を聞いて言向け和しに行くが、それは姉の松代姫だった。
●第15～17章
古事記の「大気津姫の段」の言霊学的解釈。
●第18～22章
　松代姫と梅ケ香姫は、大気津姫の部下に捕まった竹野姫を、コーカス山の岩窟から救い出す。
●第23～29章
　体主霊従の権化である大気津姫（その正体はウラル姫）は、コーカス山の山中に荘厳な宮殿「顕国（うつしくに）の宮」を建てた。しかし三五教の宣伝使隊が現れると大気津姫の一派は逃げ去った。
　以後コーカス山は三五教の管掌となり、神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）は地教山を出て顕国の宮に入った。
　祭典の後、松竹梅の宣伝使の結婚式が行われる。松代姫と太玉命（三葉彦命が改名した広道別）、竹野姫と天之目一箇神（白雲別が改名した北光彦）、梅ケ香姫と天児屋根命（青雲別が改名した高彦）がそれぞれ結婚する。
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霊界物語　第１２巻　霊主体従　亥の巻　　　あらすじ
■エジプトや地中海を舞台に、「天の岩戸開き」をテーマにした物語。　蚊取別（かとりわけ）や三光（さんこう）の宣伝使（高光彦、玉光彦、国光彦）、月雪花の宣伝使（秋月姫、深雪姫、橘姫）たちが活躍する。
●第1～7章
　イホ（エジプト）の都で、侠客の初公が民衆を煽って「金持ちの倉を開けて食べ物を渡せ」と暴動を起こすが、蚊取別や三光の宣伝使によって鎮定される。　初公は心を改めて、蚊取別たちと共に白瀬川（ナイル川）の大蛇退治に向かう。
●第8～15章
　蚊取別は妻の祝姫（はふりひめ）を離縁し、イホの酋長の夏山彦と結婚させる。
　白瀬川の秋月の滝で大蛇を言向け和した後、蚊取別は祝姫を夏山彦の館に帰す。
●第16～26章
　月雪花の宣伝使が鎮まる三つの島で、天の岩戸開きの神業が行われる。
　　第16～21章…呉の海（地中海西部）の橘島…橘姫　　　第22～24章…瀬戸の海（地中海東部）の一つ島…深雪姫
　　第25～26章…琵琶の湖（カスピ海）の竹の島…秋月姫
　アマテラスとスサノオの誓約（うけい）が行われ、スサノオに対する嫌疑が晴れる。　その後、三光の宣伝使と月雪花の宣伝使は結婚をする。秋月姫は高光彦と、深雪姫は玉光彦と、橘姫は国光彦と、それぞれ結婚する。
●第27章
　黄泉島（ムー大陸）が海に沈んでしまう。
●第28～30章
　「古事記略解」の講演録。　伊邪那岐命の禊による三貴神の誕生、天照大神と須佐之男命との誓約（うけい）、天照大神の天の岩戸籠もり・岩戸開き、を現代の世相に合わせた解釈をしている。
霊界物語　第１３巻　如意宝珠　子の巻　　　あらすじ

■「如意宝珠」篇の始めの3巻（第13～15巻）は「波斯（フサ）の国」が舞台となる。これはペルシャ（現代のイラク）のことである。　本巻はフサの国を舞台に、日の出別命（ひのでわけのみこと）の弟子の「半ダース宣伝使」が身魂磨きの旅をする。
●総説
　「十曜の神旗」の由来と、「霊力体の三大原理」について解説されている。
●第1～21章
　ウラル教の6人の宣伝使（岩彦、鷹彦、梅彦、亀彦、音彦、駒彦）は竜宮島（オーストラリア）に派遣されていたが、宣伝の成果を上げることが出来ず、敗退して本拠地のアーメニヤに帰ることになった。その帰途の船の中で三五教（あなないきょう）の日の出別命に出会う。　天教山（日本の富士山）から神伊弉諾大神（かむいざなぎのおほかみ）の命を受けてフサの国にやって来た日の出別命は、上陸してフサの都へ進んで行く。半ダース宣伝使は三五教に改宗して日の出別命の弟子となり、後をついて行くことになった。　途中、「醜（しこ）の岩窟（いわや）」という魔窟の中を通り、様々な試練に遭いながら、身魂磨きの旅が続けられて行く。最後には6人の心が開いて、各自の本霊（本守護神）が女神となって現れた。
●第22～24章
　コーカス山詣りに向かう弥次彦、与太彦は、半ダース宣伝使の一人・音彦と共に、ウラル教の捕り手に追い駆けられて、小鹿峠（こしかとうげ）から決死の覚悟で谷間に飛び込んだ。この話は次の巻に続く。
霊界物語　第１４巻　如意宝珠　丑の巻　　　あらすじ
■フサの国（ペルシャ）を舞台に、弥次彦、与太彦、勝彦らの身魂磨きの旅が描かれる。
●第1～9章
　半ダース宣伝使の音彦と、弥次彦・与太彦の三人は、ウラル教の捕り手に追われて谷川に飛び込んだ。
　三人の霊魂は中有界をさまよい歩き、三途川（しょうずがわ）の川守の婆と珍妙な問答を繰り広げる。三途川というのは、死者が最初に訪れる場所で、霊魂の善悪が調べられ、天界へ行くか地獄界へ行くか、それとも現界に戻されるか、各自の行く先が決められる。この婆は、使者が悪の霊魂の時には鬼婆となり着衣を剥いで地獄へ落とし、善の霊魂の時には美女に変じて錦の衣に着替えさせ天界へ送るという、通称「脱衣婆」である。　現界に還って来た後、一行は日の出別命の後を追ってフサの都に向かって進む。
　弥次彦・与太彦・六公の三人は小鹿山で、ウラル教によって岩窟の中に幽閉されていた三五教の宣伝使・勝彦を救出するが、今度は勝彦と弥次彦の二人が強風に吹き飛ばされて中有界に行ってしまい、三途川の婆と押し問答を繰り広げる。
●第10～16章
　二人が現界に還ってくると、勝彦・弥次彦・与太彦・六公の四人は休憩のため、山田村のお茶屋に立ち寄った。すると、茶屋で働くお竹という娘は、六公の妻だったことが発覚する。実は六公は妻に暴力を振るうＤＶ夫で、お竹は六公から逃げて、このお茶屋に身を潜めていたのだった。　六公は今は改心をして復縁を願っていた。三五教には「結婚は二度まで」という教えがある。お竹は以前にも離婚歴があり「バツ２」なので、もう後がない。最終的に二人は勝彦の仲人で復縁の祝儀を上げることになる。
　第13～14章で、四人は慢心して暴風に吹き飛ばされ、またまた中有界へ。今度は一途川（いちずがわ）にやって来る。ここは現世で善一筋か悪一筋で生きてきた人の霊魂が訪れる場所である。ここにも婆がいて「オレは天国は大嫌いぢゃ。天国へ行こうとする奴を片っ端から霊（たま）を抜いて地の底に送るのがオレの役ぢゃ」と恐ろしいことを言い放つ。
　本巻の「跋文」に一途川と三途川の状態について詳しく記されている。
★備考
　コジカ山の四十八の峠を上り下りしながら、谷に落ちて、三度も中有界を彷徨い、また現界へと戻って来る。
霊界物語　第１５巻　如意宝珠　寅の巻　　　あらすじ
■本巻からいよいよ救世主・神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）による世界経綸が開始される。
　○メソポタミヤの「顕恩郷」がバラモン教から解放される。　　○ウラナイ教の高姫と黒姫が初登場。
　○神素盞嗚大神がヒマラヤを発ち、世界救済へと旅立つ。
●第1～4章
　メソポタミヤの顕恩郷を占領するバラモン教を帰順させるために、三五教の太玉命（ふとたまのみこと）と半ダース宣伝使が顕恩城に入城する。すると、すでに城に潜入していたスサノオの八人の娘・八人乙女（やたりおとめ）と、八人の侍女、合わせて十六人の美女が現れ、顕恩城の大将・鬼雲彦（おにくもひこ）夫婦を取り囲んで改心せよと詰め寄る。すると夫婦は大蛇（おろち）に変化して空の彼方に逃げ去った。　その後、半ダース宣伝使と八人乙女たちは、それぞれ三五教を広めるために四方へ散って行く。
●第5～9章
　太玉命が顕恩郷に入る前──エデン河で船が沈み、供の安彦、国彦、道彦（第14巻に登場した弥次彦、与太彦、勝彦が改名）の三人は川に流されてしまった。　ふと気がつくとメソポタミヤの北野山の山中にいた。ここでウラナイ教の本部の中に迷い込み、高姫と黒姫の二人に追い駆け回される。霊界物語のスーパー悪役・高姫と黒姫の初登場の場面。
●第11章
　古事記の「大蛇退治の段」の言霊解。古事記をはるか昔の出来事として読むのではなく、現在の世相を物語った現代の神話として読み解いている。
●第10、12～18章
　天の岩戸の罪を負わされて高天原を追放されたスサノオが、地教山（ヒマラヤ）に登り、母神・イザナミから自分の使命を言い渡される。「汝の心の清いことはよく分かっている。しかし人類の罪穢れを救うのが汝の天賦の職責。世界を遍歴して、あらゆる艱難辛苦に耐え、天地にわだかまる悪人たちの心を清め、善を助けて悪を和め、八岐大蛇を斬り倒し、叢雲の剣を得て天教山（富士山）の大神に献上するまでは、ただいま限り妾は汝の母にあらず。汝は妾の子にあらず。一刻も早く当山を去れ」（意訳）
　こうしてスサノオの世界救済の旅が始まる。　第13章以降では、チベットで一夫多妻・多夫一妻の風俗をあらためさせ、縁結びの神として人々から讃えられるという話が記されている。
●第19～23章
　スサノオは、フサの国のウブスナ山脈の頂上の「斎苑（いそ）の館」に居を構えた。スサノオに会いに行くため、言依別命が従者を連れて急坂を登って行くと、突風に煽られて転落し、一行の精霊は肉体を脱け出して天国を探訪する。
　ここには天国の様子ばかりでなく、二十一世紀の予言や、五十世紀の地球の姿も記されている。
霊界物語　第１６巻　如意宝珠　卯の巻　　　あらすじ
■第16巻から第20巻までは日本の丹波地方が舞台となる丹波物語。
　本巻では英子姫（ひでこひめ）、悦子姫（よしこひめ）、亀彦の三人の宣伝使が活躍。
　○大江山のバラモン教を帰順させる。　○ウラナイ教の高姫が冠島（かむりじま）の「如意宝珠の珠」を盗み出す。
　○丹波村の平助一家の物語（前編）
●第1～10章
　八人乙女の五女・英子姫と、その侍女・悦子姫は、メソポタミヤの顕恩郷を発った後、バラモン教に捕まり小舟で海に流されて、延々と漂流して日本の天の橋立に漂着した。　そこで亀彦（六女・菊子姫の夫）と遭遇し、三人で由良（ゆら）の司・秋山彦の館へ行くと、そこには父・神素盞嗚大神がおり、久しぶりに再会する。
　顕恩郷から逃げて来たバラモン教の大棟梁・鬼雲彦の一派が大江山をアジトに悪事を働いており、白狐の神・鬼武彦（おにたけひこ）の活躍で、鬼雲彦一派は大江山から逃げ去った。
●第11～17章
　ウラナイ教の高姫が、秋山彦の館から冠島（かむりじま）・沓島（くつじま）の宝庫の鍵を盗み、冠島に隠してあった神宝「如意宝珠の珠」を手に入れる。　亀彦たちが後を追い駆けて高姫を捕まえるが、高姫は玉を口から呑み込んでしまい、煙となって空の彼方に消えてしまう。
●第18～21章
　悦子姫が弟子たちを率いて真名井ケ岳に向かう。その途中、丹波村の平助の家に泊まるが、平助の孫娘のお節はバラモン教に誘拐されて行方不明となっていた。この話は次の巻に続く。
霊界物語　第１７巻　如意宝珠　辰の巻　　　あらすじ

■第16巻から第20巻までは丹波物語。　本巻は悦子姫の一行が活躍。
　○丹波村の平助一家の物語（後編）　　○鬼ケ城のバラモン教一派と言霊戦を行い勝利を収める。
●第1～11章
　丹波村の平助の孫娘・お節は、バラモン教の鬼彦・鬼虎に誘拐され行方不明になっていた。そこへ現れた三五教の宣伝使・悦子姫の一行。その中に誘拐した犯人の鬼彦・鬼虎がいた。二人は改心して今は悦子姫の弟子になっていた。
　鬼彦・鬼虎は岩窟の中からお節を助け出すが、平助一家の二人に対する恨みは晴れない。
　二人は死んで女神となって天に昇って行く。それを見た平助一家は自分自身の心の中に醜いものがあったことに気付かされる。一見、善人に見えても心の中は悪の場合もあり、逆に悪人に見えても心の中は善である場合もある、ということを覚る。　（お節は後に玉能姫と名を変えて、宣伝使となり、青彦（後に国玉別と改名）と結婚して、和歌山市の玉津島神社に仕えることになる）
●第12～17章
　悦子姫一行は三嶽山でバラモン教に捕まっていた紫姫を救い、鬼ケ城へ進む。ここにはバラモン教の大棟梁・鬼雲彦（第16巻で大江山から逃げ去った）の片腕である鬼熊別（おにくまわけ）の一派がアジトを構えていた。
　言霊戦によりバラモン軍は帰順し、鬼熊別夫婦は天の岩船で逃げ去った。
霊界物語　第１８巻　如意宝珠　巳の巻　　　あらすじ

■第16巻から第20巻までは丹波物語。
　本巻は「錦の宮」の神柱となる玉照姫の誕生にまつわる物語。玉照姫をめぐって三五教とウラナイ教が争奪戦となる。
●第1～6章
　三五教の宣伝使・悦子姫（よしこひめ）の一行は、弥仙山（みせんざん）の麓の於与岐（およぎ）の里で、お玉の出産に立ち会う。お玉は妊娠して十八ヶ月目でようやく子を産み、生まれた女の子は玉照姫と名付けられた。
●第7～17章
　紫姫と若彦（青彦が改名）は、三五教からウラナイ教に改宗したように見せかけて、ウラナイ教に潜入し、副教主・黒姫の信任を得る。　大江山の近くの魔窟ケ原にアジトを構える黒姫は、玉照姫を奪い取るために、お玉の兄の綾彦夫婦を人質にして、玉照姫と交換しようと悪事をたくらむ。　その任務を命じられた紫姫と若彦は、黒姫をまんまと欺して綾彦夫婦を解放する。玉照姫を世継王山（よつおうざん）の麓の悦子姫の館に奉迎して、神政成就の基礎が築かれた。
霊界物語　第１９巻　如意宝珠　午の巻　　　あらすじ
■第16巻から第20巻までは丹波物語。　本巻は「錦の宮」の神柱となる玉照姫と玉照彦の誕生にまつわる物語。
●第1～8章
　世継王山（よつおうざん）の悦子姫（よしこひめ）の館に、琵琶湖の竹生島の英子姫（ひでこひめ）の使いとして亀彦がやって来ました。亀彦は英子姫からの命令を紫姫と若彦に伝えます。それは「権謀術数を用いて玉照姫を手に入れたことは、神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）の神意に叶わない。玉照姫をウラナイ教に渡して、汝らは宣伝使の職をやめよ」という、とても厳しいものだった。　それを聞いたウラナイ教の教主・高姫たちは大喜びで、玉照姫を迎えに世継王山の館に行くが、神素盞嗚大神の大御心を知って感激した高姫は涙を流し「よく思案してから返事をする」と言って帰る。今までスサノオに敵対していた高姫と黒姫は、この件で心を改め、ウラナイ教を捨てて三五教の宣伝使になる。
●第9～17章
　高熊山の言照姫（ことてるひめ）が産んだ玉照彦は、鄭重に奉迎されて世継王山の館に到着した。玉照彦・玉照姫の二柱は後の巻で、綾の聖地（綾部）の三五教の本拠地「錦の宮」の神柱（かむばしら）として登場する。
霊界物語　第２０巻　如意宝珠　未の巻　　　あらすじ

■第16巻から第20巻までは丹波物語。　本巻は、日本の三五教の本山「錦の宮」が発足し、新しい宣伝使が育って行く物語。
●第1～8章
　綾の聖地（綾部）に「錦の宮」が開かれ、玉照彦と玉照姫が神司となり、言依別命（ことよりわけのみこと）が教主となって、自転倒島（おのころじま）（日本）における三五教の本拠地として動き出す。
　新任宣伝使の天の真浦（あめのまうら）は、宣伝の旅の途中、宇都山郷で谷底に落とされたりして信仰を試される。また、この村の「武志の宮」の宮司の松鷹彦と出会い、「不言実行」という三五教の教えを教えられる。
　松鷹彦が釣りをしていると、バラモン教の修験者・宗彦とお勝が通りがかり、松鷹彦に感化されて三五教に改宗する。身の上話を語っていると、天の真浦と宗彦とお勝の三人が、実は松鷹彦の子供だったことが判明し、村を挙げて喜び祝う。　（この宗彦は後に国依別と改名し、スサノオの八人乙女の末っ子・末子姫と結婚して、南米ウヅの国（アルゼンチン）の国司となる）
●第9～12章
　三五教の宣伝使となった宗彦は、言依別命に命じられ、三国ケ嶽（みくにがだけ）のバラモン教の蜈蚣姫（むかでひめ）を言向け和しに向かう。誘拐されていたお玉（玉照姫の母）と、聖地から盗まれた神宝「黄金の玉」を取り返し、見事聖地に凱旋する。
霊界物語　第２１巻　如意宝珠　申の巻　　　あらすじ

■津の国（摂津）の高春山（たかはるやま）のアルプス教を言向け和す物語。まだ6歳のお初（初稚姫）が活躍する。
●第1～9章
　元ウラナイ教の高姫と黒姫は、三五教に帰順した証拠として、アルプス教（バラモン教の一派）の教主・鷹依姫（たかよりひめ）を言向け和しに高春山に乗り込む。　高姫はアルプス教の神宝の「紫の玉」を見つけると、玉が欲しくなり、口から呑み込んでしまう。二人はアルプス教に捕まって消息を絶つ。　「錦の宮」の教主・言依別命（ことよりわけのみこと）は、竜国別・玉治別・国依別の三人の宣伝使に、高姫・黒姫の捜索を命じる。　三人は高春山に向かう途中、六人の泥棒に出会い、改心させる。だが実は六人は改心したフリをしていただけで、金銀を奪うため杢助（もくすけ）の家に泥棒に入る。
　六人は「津田の湖」で、杢助の娘のお初（初稚姫）らによって言向け和され、副守護神が肉体から離れて完全に改心する。
●第10～18章
　竜国別・玉治別・国依別の三人はそれぞれ別ルートで高春山に向かい、宣伝使としての卒業試験として、いろいろな試練を体験する。　杢助・お初と合流すると、お初は神懸りとなり作戦計画を宣示する。　お初は鷹依姫を言向け和し、続いて高姫を教え諭して、呑み込んだ「紫の玉」と「如意宝珠の玉」を吐き出させた。こうして二つの玉は無事に聖地に運ばれた。
霊界物語　第２２巻　如意宝珠　酉の巻　　　あらすじ

■近畿地方一帯（熊野～丹波～摂津～淡路地方）を舞台に、消えた宝玉を探し回る高姫の物語。
●第1～4章
　高姫の部下の魔我彦（まがひこ）と竹彦は、国依別（くによりわけ）と玉治別（たまはるわけ）の二人を、高姫の敵として谷間に突き落とす。しかし杢助によって二人は救出される。　高姫は綾の聖地の「錦の宮」を乗っ取るため、三五教の役員・信者を集めて教主・言依別命（ことよりわけのみこと）を非難する演説を行う。しかし聴衆に反論され、また魔我彦と竹彦に今までの悪事を暴露され、激怒して帰宅する。
●第5～8章
　紀の国の「木山の里」で、木山彦・木山姫夫婦と常楠（つねくす）・お久夫婦が、四角関係だったことが判明し、それぞれ生き別れた子供（秋彦、駒彦、虻公、蜂公）と奇妙な再会を遂げる。
●第9～18章
　高姫は消えた玉を探すために船で家島に向かうが、嵐に遭って遭難し、玉能姫に救われる。　次に高姫は小豆島に渡り玉を探すが、岩窟の中で蜈蚣姫（むかでひめ）に出会う。蜈蚣姫は、娘の小糸姫がオーストラリアで女王となり黄竜姫（おうりょうひめ）と名乗っていることを知り、娘捜しと玉探しのため、蜈蚣姫と高姫たちはオーストラリアへ向けて出航する。
霊界物語　第２３巻　如意宝珠　戌の巻　　　あらすじ

■近畿地方一帯（熊野～丹波～摂津～淡路地方）を舞台に、消えた宝玉を探し回る高姫の物語。
●第1～4章
　高姫の部下の魔我彦（まがひこ）と竹彦は、国依別（くによりわけ）と玉治別（たまはるわけ）の二人を、高姫の敵として谷間に突き落とす。しかし杢助によって二人は救出される。　高姫は綾の聖地の「錦の宮」を乗っ取るため、三五教の役員・信者を集めて教主・言依別命（ことよりわけのみこと）を非難する演説を行う。しかし聴衆に反論され、また魔我彦と竹彦に今までの悪事を暴露され、激怒して帰宅する。
●第5～8章
　紀の国の「木山の里」で、木山彦・木山姫夫婦と常楠（つねくす）・お久夫婦が、四角関係だったことが判明し、それぞれ生き別れた子供（秋彦、駒彦、虻公、蜂公）と奇妙な再会を遂げる。
●第9～18章
　高姫は消えた玉を探すために船で家島に向かうが、嵐に遭って遭難し、玉能姫に救われる。　次に高姫は小豆島に渡り玉を探すが、岩窟の中で蜈蚣姫（むかでひめ）に出会う。蜈蚣姫は、娘の小糸姫がオーストラリアで女王となり黄竜姫（おうりょうひめ）と名乗っていることを知り、娘捜しと玉探しのため、蜈蚣姫と高姫たちはオーストラリアへ向けて出航する。
霊界物語　第２４巻　如意宝珠　亥の巻
あらすじ
■第24・25巻はオーストラリアが舞台。本巻は、竜宮島（オーストラリア）に三つの玉を探しにやって来た高姫・黒姫一行の物語。
●第1～4章
　小糸姫はバラモン教の副棟梁・鬼熊別（おにくまわけ）と蜈蚣姫（むかでひめ）夫婦の一人娘である。　友彦とシロの島（セイロン島）へ駆け落ちしたが、やがて友彦に愛想を尽かし、小舟で海に飛び出した。　暴風に遭い遭難したところを、八人乙女（やたりおとめ）の五十子姫（いそこひめ）・梅子姫たちに救われて、竜宮島に渡り、黄竜姫（おうりょうひめ）と名を変えて女王となった。
●第5～12章
　蜈蚣姫・高姫の一行は、娘を探すため、また、消えた三つの玉を探すために、自転倒島（おのころじま）（日本）から竜宮島に向かった。　彼女たちを守るために、初稚姫（はつわかひめ）たちがその後を追う。　蜈蚣姫は娘の小糸姫（黄竜姫）と再会。高姫も、黒姫（第22巻で玉探しに海外に旅立った）と再会。　竜宮島には玉はないと判断し、自転倒島に帰ることにする。
●第13～16章
　初稚姫たち五人は、蓮の形をした広大な「諏訪の湖（うみ）」で祝詞を奏上する。すると竜宮の乙姫（玉依姫命）が現れて、竜宮の神宝（五つの玉）を三五教に献上することを約束する。
霊界物語　第２５巻　海洋万里　子の巻　　　あらすじ

■第24・25巻はオーストラリアが舞台。　本巻は、竜宮の乙姫から五つの玉を授かる初稚姫一行の物語。
●第1～10章
　竜宮島（オーストラリア）の地恩城は黄竜姫（おうりょうひめ）が女王となって治めていた。
　左守の清公は慢心したために左守の職を失うが、反省して、名誉挽回のため旅に出る。
　清公は「酒の滝壷」で里人たちが大蛇（おろち）を殺そうとしているのを止めさせ、大蛇を宣伝歌で言向け和す。
●第11～14章
　黄竜姫は月見の宴を開くが、深く悟ることがあり、今後は決して月見の宴をしないことを神明に約する。
　昔の恋人だった友彦が地恩城に現れた。友彦はハラハラと涙を流して昔の罪を詫び、二人は和解する。
●第15～16章
　「諏訪の湖（うみ）」の竜宮城で、梅子姫・初稚姫・蜈蚣姫・黄竜姫・友彦たち十人は、玉依姫命（たまよりひめのみこと）から五つの「麻邇（まに）の玉」を受け取る。そして金色の八咫烏（やあたがらす）に乗って自転倒島（日本）の由良の港に帰着した。
　その後、竜宮島は清公が地恩城の当主となって、全島に三五教が広められることになった。
●第17～19章
　高姫・黒姫・高山彦（黒姫の夫）の三人は、船でようやく自転倒島に帰って来た。「玉は琵琶湖の竹生島に隠してある」という国依別の偽の神懸りの言葉を信じて、竹生島へ玉探しに向かう。
霊界物語　第２６巻　海洋万里　丑の巻　　　あらすじ

■竜宮島（オーストラリア）の玉依姫命（たまよりひめのみこと）から献上された五つの麻邇宝珠（まにほっしゅ）が、綾の聖地の「錦の宮」に納められる物語。この巻は大半が七五調の歌で書かれている。
●第1～12章
　甲子の年の9月8日、由良の港の秋山彦の館に、竜宮島から八咫烏（やあたがらす）に乗って梅子姫の一行が帰って来た。
　玉依姫命から献上された五つの玉が神前に安置され、祭典が開かれる。神素盞嗚大神が現れて一同を褒め称え、その後、神素盞嗚大神は玉が入った箱をこっそり別の箱とすり替える。　神素盞嗚大神は神界の経綸の大綱を示し、神業を「錦の宮」の教主・言依別命（ことよりわけのみこと）に委ねて姿を消す。　言依別命は五つの玉を船に載せ、由良川（ゆらがわ）を遡り、9月9日に綾の聖地（綾部）に到着。「錦の宮」の奥殿に納められた。
●第13～17章
　高姫・黒姫・高山彦の三人は、国依別の偽の神懸りを信じて、各自別々に琵琶湖の竹生島に渡り、社殿の床下を掘って三つの玉を探す。　亀彦は女神に扮して「玉はここにはない、五つの玉が聖地に到着しているから早く帰れ」と三人を諭す。
　高姫たちは玉に執着するあまり、玉の御用に仕えることが出来なかったのである。高姫は黒姫や高山彦に八つ当たりする。
霊界物語　第２７巻　海洋万里　寅の巻　　　あらすじ

■五つの麻邇宝珠（まにほっしゅ）が紛失し、高姫がそれを探しに旅立つ。
　前半は丹波の綾の聖地が舞台だが、後半は琉球が舞台となる「琉球物語」である。
●第1～7章
　綾の聖地の教主殿で、竜宮島（オーストラリア）の玉依姫命（たまよりひめのみこと）から献上された麻邇宝珠の五つの玉の拝観が行われる。しかし五個のうち四個が石コロとすり替えられていた。教主の言依別命（ことよりわけのみこと）がどこかに隠してしまったのである。その言依別命は行方不明。
　高姫は、錦の宮の神司・玉照姫から「玉を探し出したら教主に任ずる」と言われ、大喜びで言依別命を捜しに出発する。
●第8～18章
　言依別命と国依別は船に乗り、高砂島（南米）に向かった。途中で琉球に上陸。竜神の大竜別（おほたつわけ）と大竜姫から「琉の玉」と「球の玉」を受け取り、その玉の精霊を二人で吸い取ると、玉を若彦に渡して、この玉を自転倒島の玉照姫に献じるよう命じる。　熊野から琉球に渡ってきた常楠（つねくす）は、琉球の守護神となり、その息子の清彦・照彦はそれぞれ琉球の北の島・南の島の王となった。　言依別命と国依別は琉球を去って、旅を続ける。
霊界物語　第２８巻　海洋万里　卯の巻　　　あらすじ

■本巻は「台湾物語」である。
　日楯・月鉾の兄弟が、暴政を布くサアルボース・ホーロケース兄弟から台湾を救うために活躍する。
●第1～6章
　台湾島はカークス王によって治められていた。しかし宰相のサアルボース兄弟の陰謀によってカークス王は山奥に軟禁されてしまう。　サアルボース兄弟は台湾に暴政を布き、日月潭（じつげつたん）の湖畔にある玉藻山（たまもやま）の三五教の聖場を占領する。台湾三五教の教主・真道彦命（まみちひこのみこと）の二人の息子、日楯（ひたて）・月鉾（つきほこ）の兄弟は、言依別命（ことよりわけのみこと）と国依別（くによりわけ）から「琉の玉」と「球の玉」の霊徳を授かり、三五教の勢力を盛り返した。
●第7～18章
　暴政に国民の不満が爆発し、泰安（たいあん）の都で革命が勃発する。三五軍も立ち上がり、都を制圧する。しかし教主・真道彦命はカークス王に、政治権力を奪おうとしていると疑われて投獄されてしまう。
　日楯・月鉾は神示によって、琉球の南の島（球の島）へ渡り、常楠（つねくす）仙人から台湾を救うための神宝を授かる。
　台湾救済後、真道彦命の嫌疑は晴れ、台湾に平和がよみがえった。その後、台湾と琉球の王家の間に姻戚関係が結ばれる。
●第19～22章
　高姫は言依別命を追跡して高砂島（南米）に渡ろうとするが、途中で船が難破してしまい、言依別命が乗った船に救出されてテル（チリ）の港に上陸する。
霊界物語　第２９巻　海洋万里　辰の巻　　　あらすじ

■第29巻から第33巻の前半までは高砂島（南米）を舞台にした「南米物語」である。　本巻は、高姫と鷹依姫が改心する物語。
●第1～4章
　第22巻第4章で鷹依姫は、紛失した「黄金の玉」を探しに行けと高姫に命じられた。　その後、鷹依姫一行四人は高砂島に渡り、テルの国（チリ）の「鏡の池」に拠点を構え、高砂島全域に「玉を献上すれば神徳を授ける」と宣伝して沢山の玉を集める。
　ヒルの国（ペルー）の酋長アールが黄金色の玉を献上すると、鷹依姫はその玉を持って逃げ出すが、木花姫（このはなひめ）の化身から「黄金の玉への執着を捨てて善心に立ち返れ」と諭され、アマゾンの「玉の森」へ進め、と指示される。
●第5～20章
　日本から言依別命を追って玉探しにやって来た高姫一行三人は、テルの港に上陸する。「鏡の池」に玉が集まっていると聞いてそちらへ向かう。　高姫はアリナ山で、日の出姫の神の神威に打たれて心を改め、玉への執着を捨て去った。　高姫は神命により、大原野を東へ東へと進む。途中で鷹依姫一行が刻んだ石像を見つけると、高姫は罪滅ぼしのためにそれを背負って歩いて行く。　鷹依姫たちが猛獣モールバンドを言向け和すためアマゾンの大森林に迷い込んでいることを知ると、高姫一行は直ちに救援に向かう。
霊界物語　第３０巻　海洋万里　巳の巻　　　あらすじ

■高砂島（南米）を舞台に、神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）の末娘である末子姫（すえこひめ）がウヅの国（アルゼンチン）の女王となり、また言依別命（ことよりわけのみこと）と国依別（くによりわけ）がウラル教を言向け和して三五教を広めて行く物語。
●第1～13章
　末子姫とその侍女の捨子姫（すてこひめ）は、フサの国（ペルシャ）でバラモン教に捕まり小舟で海に流され、漂流の末、高砂島のテルの国（チリ）に流れ着いた。　二人はウヅの国（アルゼンチン）へ向かう途中、高照山（たかてるやま）のバラモン教の教主・石熊の命を救う。三五教に帰順した石熊は二人のお伴をすることになる。　二人は「巽（たつみ）の池」で大蛇（おろち）を言向け和し、その後ウヅの国に到着。末子姫はこの国の女王兼教主として迎え入れられる。
●第14～24章
　言依別命と国依別はテルの港に上陸し、北へと進んで行く。テルの国（チリ）とヒルの国（ペルー）の国境地帯は旱魃で苦しんでいた。ウラル教が食べることを禁止していた魚を、言依別命が「食べてもよい」と教えたため、人々は飢餓から救われた。
　日暮シ山（アンデス山脈）にアジトを構えるウラル教の教主ブールは、人々が三五教に改宗したので、言依別命と国依別を教敵として殺害するよう命令を出す。この二人の弟子になったキジとマチが、二人に扮してウラル軍と戦うが、落とし穴に落とされてしまう。この話は次の巻に続く。
●天津祝詞解
　巻末に収録されている「天津祝詞解（あまつのりとかい）」は、日常的に唱える祝詞である「天津祝詞」の言霊学的解釈である。
霊界物語　第３１巻　海洋万里　午の巻　　　あらすじ

■高砂島（南米）を舞台に、国依別（くによりわけ）がヒルの国（ペルー）の大地震を鎮め、日暮シ山（アンデス）のウラル教を言向け和し、三五教を広めて行く物語。
●第1～6章
　ヒルの都で空前の大地震が発生し、国依別は「球の玉」の神徳で災害を鎮める。食糧や負傷者の治療に尽力し、救われた人々はこぞって三五教に改宗した。
●第7～13章
　国依別は、二人の女弟子（紅井姫とエリナ）を従えて日暮シ山へ進み、落とし穴からキジとマチを救い出し、ウラル教の教主ブールを言向け和す。エリナの父のエスを教主として、三五教が広められた。
●第14～21章
　国依別一行はアマゾン目指してブラジル峠へ進む。
　秋山彦とモリスは国依別を恋敵と思い込み、命を狙うが、逆に国依別に命を救われ、二人は改心して国依別の弟子となる。
●第22～25章
　国依別一行はブラジルの屏風山脈の最高峰・帽子ケ岳に登り着き、ウヅの国から登って来た言依別命と合流する。一行はここを基地としてアマゾンの魔神・モールバンドとエルバンドに対して言霊戦を開始することとなる。
霊界物語　第３２巻　海洋万里　未の巻　　　あらすじ

■南米アマゾンの「兎の都」の物語。
　三五教の十八人の宣伝使が集結し、アマゾンの魔神・モールバンドとエルバンドを言向け和して行く。
●第1～6章
　アマゾン河の南岸の森林には、兎の一族が神代から住んでいたが、モールバンドとエルバンドという怪獣に捕食されて絶滅の危機に瀕していた。兎の一族は三五教の鷹依姫（たかよりひめ）の一行に救いを求め、鷹依姫は兎の都の王となる。
　モールバンドらは兎が安全地帯に集まったため捕食出来ずに困っていた。そこで猛獣の獅子王に対し「兎を捕まえて献上せよ、さもないと獅子をはじめ猛獣たちを捕食するぞ」と脅す。
　獅子王は仕方なく、兎を捕まえるため猛獣連合軍を編成して兎の都に進軍するが、言依別命（ことよりわけのみこと）と国依別（くによりわけ）が発射する「琉」と「球」の玉の霊光に照らされて、猛獣連合軍は命からがら退却した。
●第7～14章
　鷹依姫一行を助けるためアマゾン河に進んで来た高姫は、「シクシク原」で狐に化かされ、玉への執着心を心の底から捨て去った。
　高姫一行は鷹依姫一行と合流し、ここに総勢十二人は天地に向かって祝詞を一週間、間断なく奏上し続け、すべての猛獣を言向け和した。そして猛獣に対して律法を定めて、これを固く守らせた。
　またモールバンドとエルバンドは言霊に悦服し、竜体となって天に昇って行った。
　その後この十二人は、後方で支援していた言依別命一行と合流し、十八人となった一行はウヅ（アルゼンチン）の都に凱旋する。
●第15～24章
　神素盞嗚大神の神慮により、国依別が末子姫の夫と定められた。しかし高姫がこの婚約の妨害をする。
霊界物語　第３３巻　海洋万里　申の巻　　　あらすじ

■前半は南米、後半は日本が舞台となる。　三・五の玉をめぐる旅が完了し、高姫・黒姫の過去が解き明かされる物語。
●第1～12章
　ウヅの国（アルゼンチン）の都で、神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）が臨席し、国依別（くによりわけ）と末子姫（すえこひめ）の結婚式が盛大に行われる。
●第13～18章
　高姫・鷹依姫の一行は日本に帰国した。アフリカに玉探しに行っていた黒姫一行も帰国し、久しぶりに再会する。
　高姫たちは神素盞嗚大神の神命で沓島（くつじま）に渡り、そこに隠してあった四つの玉（五つの麻邇宝珠のうちの四つ）を綾の聖地へ奉迎し、9月8日、錦の宮の神前に玉が安置された。三つの玉と五つの玉、計八つの宝玉の御用に奉仕した八人それぞれに、神様の御用が与えられる。
●第19～23章
　黒姫が若い頃に捨てた子供（玉治別）とアフリカで再会したことが報告される。また、高姫の昔の恋人（東助）や、捨て子（熊襲の国の神司・建国別）のことも判明する。
●第24～26章
　高姫の昔の恋人だと判明した東助は、フサの国（ペルシャ）のイソ館へ出張することになる。
　その後、高姫は「生田の森」で「琉の玉」を守護することになり、「球の玉」は国玉別（くにたまわけ）・玉能姫（たまのひめ）夫婦が和歌山の若の浦の玉留島（たまつめじま）で守護することになる。
霊界物語　第３４巻　海洋万里　酉の巻　　　あらすじ

■第34・35巻は黒姫のアフリカ物語。　逃げた夫を探すために黒姫は筑紫島（アフリカ）を旅して回る。
●第1～16章
　第27巻第7章で、黒姫の夫の高山彦は、妻を離縁して立ち去る。本巻はそこからの続きです。
　夫を探すため日本を旅立った黒姫は、アフリカに上陸し、筑紫ケ岳を登って行きます。お伴の房公・芳公は黒姫に嫌気がさしており、ふとしたことがきっかけで黒姫と揉め事になり、腹を立てた黒姫は自分一人で先に進みます。　山頂で黒姫は「熊襲の国」の建国別が、実は自分が35年前に捨てた子かも知れないということを知り、建国別を訪ねますが、自分の子ではないことが判り悲嘆にくれます。
●第17～23章
　向日峠の山麓で、侠客の親分「大蛇の三公」は、虎公の妻たち三人を殺して埋めてしまう。黒姫は三人を地中から掘り出して手当てをすると、三人は息を吹き返した。
　三公の館で宴会の最中、殺したはずの三人を黒姫が連れて現れたので、「幽霊がやって来た」といって大騒ぎになる。
霊界物語　第３５巻　海洋万里　戌の巻　　　あらすじ

■第34・35巻は黒姫のアフリカ物語。
　黒姫は、35年前に捨てた子供・玉治別（たまはるわけ）と再会を遂げる。
●第1～16章
　三公は改心して黒姫一行を出迎え、一同は和解した。三公は、宣伝使を拝命した両親が「スッポンの湖」の大蛇（おろち）を言向け和そうとして逆に大蛇に呑まれてしまった、という過去を語る。　三公や虎公たち四人は「スッポンの湖」の大蛇を言向け和しに向かった。　四人は湖面に浮かび出た怪物に言霊を放ち、一日一夜祈願を凝らすと、三頭の大蛇は女神となって天に昇って行った。
●第17～24章
　黒姫は夫の高山彦がいるはずの「火の国」に到着するが、高山彦は夫ではなく別人だった。
　しかし、黒姫を助けるために日本から追って来た玉治別が、実は自分が35年前に捨てた子供であることが判り、黒姫と玉治別は歓喜の涙にかきくれる。　こうして黒姫一行は日本に帰国し、第33巻第17章へ話はつながってゆく。
霊界物語　第３６巻　海洋万里　亥の巻　　　あらすじ

■シロの島（セイロン島、スリランカ）の物語。
　神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）の第七女・君子姫（きみこひめ）がシロの国難を救う。
●第1～8章
　君子姫と侍女の清子姫はフサの国（ペルシャ）でバラモン教に捕まり、小舟で海に流されてシロの島に漂着した。
　シロの島はバラモン教のサガレン王が治めていたが、妖僧・竜雲（りゅううん）がウラル教を広め、王妃セールス姫を籠絡して、家臣の大半は竜雲になびいてしまい、ついにサガレン王は竜雲によって幽閉されてしまう。
●第9～24章
　サガレン王は忠臣に救われ、山の中の岩窟に隠れ、天下を取り戻すために謀をめぐらす。そこへ天の目一つの神（あめのまひとつのかみ）が「無住居士（むじゅうこじ）」と名乗って現れ、神教を垂れる。　君子姫と清子姫はサガレン王に協力し、城に乗り込んで竜雲を言向け和す。
　天の目一つの神の媒酌により、サガレン王と君子姫は結婚をする。竜雲とセールス姫は改心して三五教の宣伝使となる。
霊界物語　第３７巻　舎身活躍　子の巻　　　あらすじ

■第37・38巻は出口王仁三郎の若い頃の自叙伝である。　本巻には主に明治31年から32年にかけての出来事が記されている。
●第1～6章
　明治31年（1898年）旧2月8日、亀岡で精乳館を営んでいた28歳（数え年）の上田喜三郎（王仁三郎の幼名）は五人の侠客に襲撃され重傷を負う。翌9日（新暦3月1日）に神の使いに導かれて高熊山に入山し、一週間の霊的修行を行う。
●第7～12章
　友人宅を借りて幽斎の修業を開始する。幽斎とは鎮魂帰神、簡単に言うと神懸りの修業である。
●第13～19章
　大阪へ宣教に出向く。無理算段で調達した旅費は旅館にぼったくられ、王仁三郎は歩いて郷里に帰るはめになる。
●第20章
　静岡の霊学者・長沢雄楯（かつたて）を訪ね、霊学の教えを受けた王仁三郎は、神器と巻物を授かる。
●第21～23章
　綾部で大本を開いていた出口直と面会し、その後、大本入りし、金明会（きんめいかい）を組織する。
●第24～25章
　上谷（うえだに）で幽斎修行を始め、人が集まり盛んになる。再度、静岡の長沢雄楯を訪ねて教えを受け、綾部に帰ると、上谷の修行者たちは邪神に憑依され、大本の悪口を触れ回っており、大変な状況になっていた。
霊界物語　第３８巻　舎身活躍　丑の巻　　　あらすじ

■第37・38巻は出口王仁三郎の若い頃の自叙伝である。　本巻には主に明治32年から大正5年にかけての出来事が記されている。
●第1～7章
　王仁三郎は弥仙山（みせんざん）の村で吉崎九十九仙人と面会し、大自在天系の地上神界における一切の権限を受け取とる。
●第8～12章
　王仁三郎は大本を法人組織に改めようとするが、これに憤慨した大本開祖・出口直は弥仙山のお宮に「岩戸隠れ」をしてしまう。
　大本内部で王仁三郎に対する排斥運動がだんだん露骨になり、軟禁されたり、暗殺未遂事件が起きる。
●第13～17章
　出口直・王仁三郎を始めとする一行は、「艮の金神」が押し込められた舞鶴沖の沓島（めしま）・冠島（おしま）に渡る。（沓島・冠島開き）
●第18～19章
　直・王仁三郎一行は鞍馬山に登り、ここの精霊を言向け和する。（鞍馬山出修）
●第20章
　丹後の元伊勢（皇大神宮）へ出向き、産釜（うぶがま）・産盥（うぶだらい）のお水を汲み取り、綾部の大本の井戸に注ぎ込む。（元伊勢お水のご用）
●第21～27章
　日露戦争が勃発。変性女子（王仁三郎のこと）を早く改心させないと大変なことになる、と信者たちが王仁三郎に詰め寄る。
●第28章
　出雲大社へ出向いて神火をもらい、綾部の大本でその火を百日間灯し続ける。（出雲火のご用）
霊界物語　第３９巻　舎身活躍　寅の巻　　　あらすじ

■第39巻から第72巻までは、主にペルシャ～インドのあたりを舞台に、バラモン教主・大黒主（おおくろぬし）を言向け和す三五教の言霊隊の物語である。　本巻ではまず言霊隊の第一陣・黄金姫（おうごんひめ）と清照姫（きよてるひめ）の母娘と、第二陣の照国別（てるくにわけ）が活躍する。
●第1～3章
　月の国（インド）では大黒主がバラモン教の勢力を拡げ、インド七千余国の国王は大黒主に従っていた。神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）はフサの国（ペルシャ）ウブスナ山脈のイソ館に大勢の宣伝使を集めて、大黒主調伏の相談会を開き、言霊隊のメンバーを決定した。　第一陣は黄金姫と清照姫（小糸姫と蜈蚣姫が改名）、第二陣は照国別、第三陣は玉国別（たまくにわけ）、第四陣は治国別（はるくにわけ）、第五陣は初稚姫（はつわかひめ）に決まり、それぞれ大黒主を言向け和すためにハルナの都（ボンベイ、ムンバイ）へ向けて出発する。
●第4～13章
　第一陣の黄金姫と清照姫は、河鹿峠で、バラモン教の捕り手が行く手を妨害したため谷底に投げ落とす。
　続いてアフガニスタンの大原野「浮木ケ原（うききがはら）」でバラモン教の大軍勢に包囲されたため、天則を破ってバラモン兵を打ち殺そうとしたら、数十頭の狼が現れて敵を追い払ってくれた。
●第14～19章
　第二陣の照国別は清春山（きよはるやま）の山麓で、妹の菖蒲（あやめ）と出会う。バラモン教によって両親が岩窟に囚われていることを知り、救出に向かう。
●附録
　巻末の「大祓祝詞解」は、「神言」の原型である「大祓祝詞」の言霊学的解釈である。
霊界物語　第４０巻　舎身活躍　卯の巻　　　あらすじ

◆フサの国（ペルシャ）のイソの館からバラモン教を言向け和すために出発した言霊隊の第一陣・黄金姫、清照姫の母娘と、第二陣・照国別の物語。
●第1～5章
　バラモン教主の大黒主（おおくろぬし）はインドのハルナ（ボンベイ、現在のムンバイ）に都をつくり、インドの王族の大半を従えていた。しかしデカタン高原のカルマタ国には常暗彦がウラル教の勢力を拡げ、フサの国のイソの館では神素盞嗚大神の三五教が勢力を伸ばしていた。　大黒主はウラル教を攻撃するため大足別（おおだるわけ）に、三五教を攻撃するため鬼春別（おにはるわけ）に、それぞれ進軍を命じる。
　鬼春別は片彦将軍とランチ将軍を従えてイソ館へ進軍した。また鬼春別は釘彦将軍とエール将軍を従えてカルマタ国へ進軍した。
●第6～9章
　言霊隊の第二陣・照国別は「クルスの森」で片彦将軍の部隊と出会い、一戦を交える。木花姫命（このはなひめのみこと）が杢助（もくすけ）の姿となって現れ、唐獅子（からじし）に乗ってバラモン軍を追い払った。
●第10～14章
　言霊隊の第一陣・黄金姫と清照姫の母娘は玉山峠でランチ将軍の部隊と衝突するが、幾百頭もの狼が現れてバラモン軍を追い払ってくれた。　玉山峠の河底で気絶したレーブとカルは中有界（ちゅううかい）に迷い込み、天国を遊行する。
●第15～20章
　照国別一行はデカタン高原へ出て、霊鷲山（りょうしゅうざん）に立ち寄り、バラモン教を言向け和しながらハルナの都へ進むことになった。黄金姫・清照姫一行はフサの国を横断し、船に乗り、海路からハルナの都へ進むことになった。
霊界物語　第４１巻　舎身活躍　辰の巻　　　あらすじ

■第41・42巻はインドの入那（いるな）の国の物語。
　黄金姫（おうごんひめ）と清照姫（きよてるひめ）の母娘が、入那の国難を救うために活躍する。
●第1～9章
　入那の国のセーラン王にはヤスダラ姫という許嫁がいた。右守のカールチンは、セーラン王に代わって自分が王になってやろうという野望を持っており、ヤスダラ姫を追放して自分の娘を王妃として結婚させる。
●第10～21章
　入那の国にやって来た黄金姫と清照姫は、突然現れた狼の群れによって高照山（たかてるやま）の岩窟に連れて来られた。そこには北光彦神（きたてるひこのかみ）が狼の王となって住んでいた。　北光彦神の命で二人はヤスダラ姫とセーラン王を高照山に匿うと、黄金姫がセーラン王になりすまし、病と称して王の部屋に閉じ籠もった。　清照姫はヤスダラ姫になりすまして右守カールチンと面会する。黄金姫は王の声色を使ってしゃべり、カールチンに王位を譲ることを約束。カールチンは大喜び。
霊界物語　第４２巻　舎身活躍　巳の巻　　　あらすじ

■第41・42巻はインドの入那（いるな）の国の物語。
　黄金姫（おうごんひめ）と清照姫（きよてるひめ）の母娘が、入那の国難を救うために活躍する。
●第1～17章
　高照山（たかてるやま）に隠れていたセーラン王やヤスダラ姫たちは、北光彦神にうながされ、山を降りて入那城へ向かった。右守のカールチンは、清照姫が化けた偽のヤスダラ姫に惚れ込んでウツツを抜かしていたが、セーラン王たちが現れたので命からがら城を逃げ出す。
●第18～26章
　カールチンは深夜に部下と共に城に侵入。王たちを暗殺して凱旋の酒宴を開く。ふと気がつくと…一同は城内の庭先に座り込んでいた。実は白狐たちの活動によって、王たちを殺したという幻覚を見せられていたのである。　カールチンたちは捕まったが、三五教に改宗した王の英断により、反逆の罪は許された。　ヤスダラ姫は宣伝使となり、黄金姫・清照姫についてハルナの都に進むことになる。
霊界物語　第４３巻　舎身活躍　午の巻　　　あらすじ
■第43・44巻は、ハルナの都に向かう言霊隊の第三陣・玉国別（たまくにわけ）の一行と、第四陣・治国別（はるくにわけ）が活躍する物語。本巻では、河鹿峠とその南麓にある「祠の森」が主な舞台になる。玉国別がサルに目を掻きむしられて失明してしまう。
●第1～9章
　玉国別の一行は河鹿峠の麓で尾長猿の大群に囲まれてしまい、玉国別は白毛の大猿に背後から両眼を掻きむしられ失明してしまう。巨大な獅子に跨った時置師神（ときおかしのかみ）が現れると、猿の大群は逃げ去った。
　玉国別は清水で両眼を洗い、神に真剣な祈りを捧げると、左目だけは見えるようになった。
●第10～18章
　治国別の一行は河鹿峠でバラモン教の部隊に出会する。治国別が宣伝歌を歌うとバラモン軍は逃げて行った。
　それを予期して「祠の森」で待ち構えていた玉国別は、言霊を発射しようとするが、目の傷が痛くて出来ない。バラモン軍に取り囲まれてしまい危機一髪の際に、再び巨大な獅子に乗った時置師神が現れて、敵は退散した。
　バラモン軍の残党のマツ公が、治国別の弟であることが判明する。
　玉国別の妻の五十子姫（いそこひめ）が夫の遭難を察知して、夫を助けるためにイソの館からやって来る。
霊界物語　第４４巻　舎身活躍　未の巻　　　あらすじ

■第43・44巻は、ハルナの都に向かう言霊隊の第三陣・玉国別（たまくにわけ）の一行と、第四陣・治国別（はるくにわけ）が活躍する物語。　本巻では、河鹿峠の南麓にある「祠の森」「山口の森」「野中の森」が主な舞台になる。
●第1～7章
　鬼春別（おにはるわけ）が率いるバラモン軍はエルサレムの黄金山に向かって進軍した。治国別はその後を追って黄金山に進むことになり、玉国別はイソ館の喉元である河鹿峠を守り、「祠の森」に神殿を築くことになった。
●第8～14章
　治国別は晴公らを率いて河鹿峠を下り、「山口の森」で一夜を明する。ここで晴公は妹（楓）と父母（珍彦、静子）と出会う。晴公たち家族四人は河鹿峠に戻り、玉国別の神殿造営の手伝いをすることになる。
●第15～21章
　治国別一行は「山口の森」を発って南へ進み、「野中の森」へやって来るが、ここで治国別はどこかに消えてしまった。
　残った六人は松彦がリーダーとなって先へ進み、ウラナイ教の蠑螈別（いもりわけ）と魔我彦が開いた小北山（こぎたやま）の神殿を訪れた。この話は第45巻へ続く。
霊界物語　第４５巻　舎身活躍　申の巻　　　あらすじ

■第45・46巻は小北山（こぎたやま）のウラナイ教の宗教改革の物語。　松彦・松姫・お千代の親子が活躍する。
●第1～9章
　第44巻から話は続く。松彦一行はウラナイ教の本山・小北山から帰る途中、お寅に引き留められた。お寅に「末代日の王天の大神」だと言われた松彦は、その神になりすまして、小北山の宗教改革をしようと考える。
　小北山は蠑螈別（いもりわけ）が教祖だが、松姫が教主として実権を握っていた。松彦は松姫を見て驚く。彼女は十余年前に別れた妻だった。松姫は言依別命（「錦の宮」の前・教主）の内命を受けて、小北山に潜り込み、今では教主となって実権を握り、宗教改革の時を待っていたのである。また、若い時に捨てた子供のお千代とも再会し、親子三人、歓喜の涙にむせぶ。
●第10～20章
　月次祭の時にお千代は、信者の前でウラナイ教の内情を暴露した。また五三公（いそこう）は、小北山の祭神は邪神ばかりであると教えると、信者たちの信仰が揺らいで行く。　蠑螈別はお寅の隠し財産を盗んで逃げ、激怒したお寅はその後を追いかける。魔我彦もその後を追い、こうして邪霊が憑依した三人が小北山からいなくなった。
霊界物語　第４６巻　舎身活躍　酉の巻　　　あらすじ

■第45・46巻は小北山（こぎたやま）のウラナイ教の宗教改革の物語。　お寅と魔我彦が改心して真の道に立ち返る。
●第1～13章
　お寅と魔我彦が森の中で倒れているのが発見され、小北山に連れ戻された。
迷信におぼれていた小北山の信者たちは、五三公（いそこう）やお千代たちの教示により、次第に改心して行く。
　お寅の副守護神も大きな狐となって肉体から出て行き、これによりお寅は真の神の道に立ち帰る。
●第14～18章
　お寅は魔我彦を三五教の道に入れようと必死に説得するが、逆に魔我彦もお寅をウラナイ教に引き戻そうと必死になる。お千代にエンゼルが懸かり二人を説き諭すと、魔我彦もついに改悟した。　松彦が斎主となり、小北山は潔斎され、真の神が鎮祭される。
●第19～23章
　お寅のお金を持って小北山を出て行った蠑螈別（いもりわけ）は、バラモンの兵士に恐喝され、お金を全部渡してしまう。そしてその代わりにランチ将軍の家来にしてもらう。
霊界物語　第４７巻　舎身活躍　戌の巻　　　あらすじ

■第47・48巻は治国別（はるくにわけ）一行の天国巡覧の物語。
　落とし穴に落ちて気絶した治国別一行の精霊が、中有界と天国を巡覧して、その様子を見聞して行く。　肉体と霊魂の関係、天国団体の様子、天人の生活、天国の祭典と説教、天国と霊国、霊界と現界との相応の理、などについて詳しく説明されている。
●第1～6章
　第44巻第16章で、「野中の森」で寝ていた治国別がどこかに消えてしまったが、実はひそかに竜公を伴い「浮木の森」のバラモン軍の陣中に向かった。　ランチ将軍と片彦将軍に案内されて奥座敷に入るが、治国別と竜公は落とし穴に落ちて気絶してしまう。
●第7～21章
　治国別と竜公の精霊は肉体を脱離して中有界（八衢）をさまよう。
　伊吹戸主神による審判の状況や、中有界の状態を見聞し、言依別命（ことよりわけのみこと）に導かれて第三天国と第二天国を巡覧する。その後、五三公（いそこう）（実は言霊別命の変化）に案内されて、天国の巡覧を続けて行く。
霊界物語　第４８巻　舎身活躍　亥の巻　　　あらすじ

■第47・48巻は治国別（はるくにわけ）一行の天国巡覧の物語。
　落とし穴に落ちて気絶した治国別一行の精霊が、中有界と天国を巡覧して、その様子を見聞して行く。
●第1～9章
　バラモン軍のランチ・片彦将軍たちは、酒宴の際の騒動でみな気を失い、その精霊が中有界へやって来る。
　一同は八衢（やちまた）の関所で取り調べられ、地獄へ追われるが、女神によって救われる。
●第10～14章
　治国別と竜公は、五三公（いそこう）に案内されて第二天国、そして第一天国を巡覧する。　紫微宮（しびきゅう）で西王母（せいおうぼ）に案内されて大神の宮殿深く進み、その後、霊国（れいごく）の月宮殿（げっきゅうでん）を参拝して巡覧を終える。
●第15～20章
　現界に戻って来た治国別と竜公は、河に落ちていたランチ・片彦将軍たちを救い上げる。二人は心を改めて三五教に帰順した。
　そのことが発表されると、バラモン軍の兵士たちはバラバラに散り去り、「浮木の森」は以前の平和な村に戻った。
霊界物語　第４９巻　真善美愛　子の巻　　　あらすじ

■「真善美愛」篇は17歳の宣伝使・初稚姫（はつわかひめ）が活躍する。
　まず第49・50巻はフサの国の河鹿峠の「祠の森」の物語である。
　本巻では、「祠の森」の神殿を乗っ取った高姫を、妖幻坊（ようげんぼう）が悪へ誘いこんでゆく。
●第1～5章
　フサの国（ペルシャ）河鹿峠の南坂にある「祠の森」に、玉国別（たまくにわけ）が神殿を築くことになった（第44巻第6章）。完成後、失明していた玉国別の目が見えるようになり、珍彦（うずひこ）を宮司に命じて、玉国別一行は森を去る。
●第6～8章
　初稚姫は大黒主調伏のためイソ館を出発。途中で霊犬スマートと出会い、以後行動を共にする。
●第9～20章
　祠の森の神殿に高姫が現れ、宮司の珍彦らをうまく丸め込んで、掌中に収めてしまう。
　高姫は、初稚姫の父親の杢助（もくすけ）と夫婦になるが、実は妖幻坊という兇党界の兇霊が変身した偽の杢助で、以後、高姫の霊魂はますます悪化して行く。　高姫は妖幻坊にそそのかされて、珍彦・静子夫婦を毒殺しようと謀るが、初稚姫とスマートによって阻止される。妖幻坊はスマートに怯えて森へ逃げ去った。
霊界物語　第５０巻　真善美愛　丑の巻　　　あらすじ

■第49・50巻はフサの国の河鹿峠の「祠の森」の物語である。
　本巻では、妖幻坊（ようげんぼう）によって悪へ引っ張られる高姫を、初稚姫が改心させようと努力をする。
●第1～9章
妖幻坊の杢助はスマートに傷を負わされ、森の中で苦しんでいた。高姫が助けにやって来るが、正体がバレるのをおそれ、高姫を遠ざけようとして、薬となるキノコを採って来てくれと頼む。それを信じた高姫は木に登りキノコを採ろうするが、落ちて怪我をする。
●第10～21章
　高姫は自分に憑依している悪霊にそそのかされて、初稚姫と珍彦親子を殺そうとするが、失敗する。そんな高姫を初稚姫は何とかして改心させようと努める。　健康が回復した妖幻坊の杢助は、祠の森の神殿に戻って来るが、スマートに威嚇されて再び森へ逃げて行く。高姫もその後を追って神殿を出て行った。
霊界物語　第５１巻　真善美愛　寅の巻　　　あらすじ

■第51・52巻は、「浮木の森」と「小北山」が舞台になる。　本巻は、浮木の森の曲輪城（まがわじょう）の物語。
●第1～6章
　「祠の森」を追われた高姫と杢助（妖幻坊が化けた偽の杢助）は、小北山の聖場を占領しようとたくらみ、教主の松姫を追放しようと工作する。しかし二人は社から出る霊光の打たれて逃げ出す。
●第7～10章
　「浮木の森」で杢助は魔法を使い「曲輪城」を出現させた。幻覚だが、高姫は本物と信じ、城主の妃を気取って、自分は「高宮姫」、杢助を「高宮彦」と名乗る。
●第11～21章
　妖幻坊の杢助は曲輪城を根城にして、通り行く人を誘惑して邪道に陥れ入れようとする。バラモン軍のランチ、片彦将軍、その副官のケース、ガリヤらが、次々と化かされて行く。最後に高姫、杢助、初稚姫（実はタヌキが化けた偽者）が喧嘩して大乱闘になる。
霊界物語　第５２巻　真善美愛　卯の巻　　　あらすじ

■第51・52巻は、「浮木の森」と「小北山」が舞台になる。　本巻は、小北山の文助の改心物語。
　また第23章で、高姫が空から墜ちて死んでしまう。
●第1～6章
　祠の森に逗留していた初稚姫は、ハルナの都に向けて出発する。
●第7～17章
　小北山の受付の文助が危篤になり、その精霊が八衢（中有界）をさまよう。文助の慢心で、間違った教えを宣伝したことにより、多数の人が苦しんでいる実態を知り、文助は改心する。
●第18～27章
　曲輪城に初稚姫と霊犬スマートが現れ、妖幻坊の杢助は高姫を連れて空へ逃げて行く。
　途中で高姫は空から落下し、死んでしまう。その精霊が八衢の関所を訪れるが、まだ高姫には28年間の寿命が残っていたため、3年間だけ八衢で修行させた後、再び現界に送り返すことが決定される。
　以後、高姫は八衢のシーンに何度か登場し、第70巻で「千草の高姫」として現界に再生する。
霊界物語　第５３巻　真善美愛　辰の巻　　　あらすじ

■第53巻から55巻までは、インドの「ビクの国」の物語である。治国別の一行が活躍する。
　本巻では、ビクの国の内憂外患を、王家の若者たちが救う。
●第1～9章
　ウラル教を奉ずるビクの国は、ビクトリア王が治めていたが、国政が乱れ、暴動が起こり、また右守のベルツは奸悪で、王妃のヒルナ姫に取り入って横暴に振る舞い、権力を握ろうとたくらんでいた。
　忠良な左守キュービットは、自分の息子のハルナが、右守の娘カルナ姫と結婚をするのを機に、左守家と右守家が和合して、国家が安泰となることを願っていたが、結婚を祝う宴席で右守が王に反抗し激論となる。
●第10～15章
　フサの国のイソ館へ侵攻するバラモン軍の総指揮官である鬼春別（おにはるわけ）将軍と久米彦（くめひこ）将軍は、イソ館攻略を断念し、ビクの国を侵略し、ここに永住しようとする。王も左守も右守もみなバラモン軍に捕まってしまうが、ヒルナ姫とカルナ姫は女の色香で鬼春別・久米彦を手玉に取り、ビクの国を再興しようと奮闘した。　その結果、王を始め捕虜はすべて解放された。
●第16～19章
　王家と両将軍の和睦の宴席で、ヒルナ姫とカルナ姫は両将軍に酒を呑ませて泥酔させ、そのすきに王や左守、右守らと今後の相談を始めた。　右守一派は王と久米彦将軍を暗殺しようとするが失敗。城外に出て行く。
●第20～23章
　ビクの国はとりあえず王権が戻り、バラモン軍に城下を貸し与えるという形で、王家とバラモン軍が区画されるようになった。
　三五教の宣伝使・治国別（はるくにわけ）の一行がやって来るという知らせを受けると、鬼春別・久米彦将軍始めバラモン軍はビクの国から逃げ去る。　それを知った右守一派が城に攻め寄せて来るが、治国別一行の言霊により、右守一派は城外へ逃げて行った。
　王は救国の大恩を感謝し、国を挙げて三五教に帰依する。
霊界物語　第５４巻　真善美愛　巳の巻　　　あらすじ

■インドの「ビクの国」の後継者問題と、鬼春別・久米彦が改心する物語。
●第1～6章
　ビクの国のビクトリア王は、子供が娘（ダイヤ姫）しかおらず、息子がいないので後継者について悩んでいた。もともと先妻（ビクトリア姫）との間に五男一女の子がいたが、五人の息子が自分を追放して国を五分したという夢を見たため、息子たちを殺そうと謀り、それを知ったビクトリア姫が五人を山へ逃がしたのである。　
　治国別（はるくにわけ）のすすめで、五人の息子を城に迎え入れ、長男のアールが後継者に定められた。
●第7～10章
　アールが百姓の娘ハンナと結婚したいと言い出し、身分不相応の結婚に王や左守は悩むが、治国別やヒルナ姫の賛成によって無事に結婚式が開かれ、政治改革の象徴として国民から期待される。
●第11～14章
　治国別の弟子の道晴別（みちはるわけ）は「玉木の里」の里庄テームスと出会い、その二人の娘がバラモン軍によって誘拐されたことを知り、アジトのある猪倉山に救出に行く。　鬼春別と久米彦の両将軍は、道晴別一行を捕まえ岩窟の中に落としてしまう。
●第15～17章
　気絶した道晴別一行の精霊が八衢（やちまた）の関所を訪れる。
●第18～22章
　治国別一行は猪倉山に向かい、道晴別一行を救出し、鬼春別と久米彦を言向け和す。二人は罪を謝し、以後は治道居士（ちどうこじ）、道貫居士（どうかんこじ）と名を変えて、比丘（びく）（宣伝使と俗人との中間的存在）として活躍する。
●神文
　巻末の附録「神文」はとても長い祝詞であるが、鎮魂帰神法を実施する前に審神者（さにわ）が奏上する祝詞である。
霊界物語　第５５巻　真善美愛　午の巻　　　あらすじ

■「玉木の里」の里庄テームス家の霊的因縁が潔斎される物語。
●第1～10章
　はるくにわけ（はるくにわけ）一行は、玉木の里（玉置の村）の里庄テームスの家に、誘拐されていた二人の娘を無事に送り届けた。治国別の弟子の万公は、次女スガールと結婚することになり、すっかりこの家の若主人気取りで下女や下男にあれこれ指図をする。
●第11～17章
　テームスは、バラモン軍の鬼春別（おにはるわけ）・久米彦（くめひこ）らが改心したことを信じることが出来ず、敵愾心を抱き続けている。鬼春別はバラモンの経典を読経すると、テームスは気絶してしまう。　テームスの精霊は地獄界をさまよい、祖先の霊が地獄に堕ちている惨状を見て泣き叫ぶ。鬼に虐待されているとき、鬼春別の精霊が現れてテームスを救う。　テームスは感謝し、心を改めて神に祈ると、無事に蘇生することが出来た。　テームスは鬼春別たちと心から和解して、広大な家を開放して三五教の社殿をつくる。また山林田畑を村人の共有として、新しき村をつくることになった。
●第19～22章
　失脚した元・右守のベルツは王を憎み、その怨霊によってビクトリア王は重病になるが、万公別（まんこうわけ）によって怨霊は逃げ去った。　王は落胤のお民とめぐり会い、左守キュービットは落胤のアーシスとめぐり会い、歓喜の涙にむせぶ。
霊界物語　第５６巻　真善美愛　未の巻　　　あらすじ

■第56巻から58巻の前半までは、テルモン山の神館（かむやかた）の物語である。求道居士（きゅうどうこじ）と三千彦（みちひこ）が活躍する。　本巻の冒頭には、天界と地獄界の図が掲載されている。
　また「総説」の末尾の「附言」には、第1巻第37章に出てくる「顕国の御玉」が大本に献納された経緯が記されている。
●第1～9章
　フサの国（ペルシャ）と月の国（インド）の国境に聳えるテルモン山の神司・小国別（おくにわけ）にはデビス姫とケリナ姫という二人の娘がいた。　ケリナ姫は鎌彦と駆け落ちするが、鎌彦が行方不明になってしまい、失意して崖から川に投身自殺する。元バラモン兵のベル、ヘル、シャルの三人が救い出すが、ケリナ姫をめぐって争いとなり、四人は再び川に転落。　四人の精霊は八衢（中有界）をさまよい、求道居士に救われてケリナ姫、ベル、ヘルは現界に戻って来る。しかしシャルは高姫を信じて従ったため、八衢から戻ってくることが出来なかった。
●第10～14章
　ベルとヘルは求道居士とケリナ姫を殺そうとするが失敗して逃走。アン・ブラック滝で、デビス姫が水行しているのを見つけ、気絶させて宝石を奪い取ろうとするが、二人で取り合いの喧嘩となり、二人とも気を失ってしまう。
　求道居士が三人を救い、ヘルは悔悟したが、ベルは宝石を奪い取って逃げ去った。
●第15～20章
　玉国別（たまくにわけ）の弟子の三千彦（みちひこ）は、小国別から「テルモン山はバラモン教発祥の地で、教主・大黒主から預かった如意宝珠の玉が紛失してしまい、発見できなければ死んでお詫びをしなければならない。どうか玉を見つけて下さい」と頼まれる。玉は家令オールスチンの息子ワックスが隠し持っており、玉は無事に小国別に返還された。
　この辺りはみなバラモン教徒で、「三五教の悪人がいる」とワックスが演説したため人々は群集心理で館に押しかける。
霊界物語　第５７巻　真善美愛　申の巻　　　あらすじ

■第56巻から58巻の前半までは、テルモン山の神館（かむやかた）の物語である。
●第1～8章
　テルモン山の神館では、主人の小国別（おくにわけ）の病が重くなり、小国姫や三千彦（みちひこ）はつきっきりで看病した。
　家令オースチンの息子ワックスは、宮町の町民を扇動し、三千彦を捕らえてテルモン山の岩窟に閉じこめ、小国別の二人の娘・デビス姫とケリナ姫も捕らえて別の岩窟に閉じこめてしまった。
　三千彦はエンゼルに助けられ岩窟を抜け出したが、再びワックスに扇動された群衆により、川に投げ込まれてしまう。
●第9～16章
　霊犬スマートによって三千彦は川から助け出された。　ワックスは三千彦に対抗するため「悪酔怪（あくすいかい）」という、弱きをくじき強きを助ける結社を結成する。　三千彦はテルモン山の岩窟からデビス姫、ケリナ姫を救い出す。
●第17～25章
　ワックスに扇動された悪酔怪員がテルモン山の神館に押し寄せるが、スマートが現れると群衆は逃げ散った。
　ワックスの父オースチンが死んで、その遺品をめぐって醜い奪い合いが起きる。　デビス姫は三千彦と夫婦になり、ケリナ姫は求道居士と夫婦になった。バラモン教主・大黒主（おおくろぬし）の使者のニコラス大尉は、この四人を縛り上げる。しかし何故か縄から脱け出してしまうのを見て、ニコラス大尉は神徳の広大さを悟り、無礼を詫びる。
霊界物語　第５８巻　真善美愛　酉の巻　　　あらすじ

■第56巻から58巻の前半までは、テルモン山の神館（かむやかた）の物語である。
　本巻の後半から第60巻までは、イズミの国のスマの里の物語。玉国別（たまくにわけ）の一行が活躍をする。
●第1～5章
　三千彦（みちひこ）の師匠の玉国別（たまくにわけ）の一行が宮町に現れると、ワックス率いる悪酔怪員（あくすいかいいん）とバラモン兵士によって攻撃を受けるが、霊犬スマートの活躍で追い払われ、無事に神館に入る。　ワックスは捕まり、鞭打ちの刑となり、三千彦のすすめで悪酔怪は解散することになった。町民一同打ち揃って神館に詣でて、テルモン山に平和が訪れた。
●第6～25章
　玉国別一行はハルナの都に向かって旅立つ。テルモン湖という巨大な湖を船で渡る途中、ワックス一味に襲撃されるが、初稚姫（はつわかひめ）によって助けられる。初稚姫は霊犬スマートの背に乗り波の彼方に消え去った。　玉国別一行は、猩々（しょうじょう）がたくさん住む「猩々島」でバーチルを救出する。　イヅミの国の「スマの里」の豪農バーチルは、3年前に漂流してこの孤島に流れ着き、猩々の王である猩々姫（しょうじょうひめ）と夫婦生活を送っていた。
　バーチルは猩々と別れてスマの里に戻るが、妻のサーベル姫に猩々姫の霊が憑依し、バーチル家の霊的因縁が明らかになる。
霊界物語　第５９巻　真善美愛　戌の巻　　　あらすじ

■第58巻の後半から第60巻までは、イズミの国のスマの里の物語。玉国別（たまくにわけ）の一行が活躍をする。
●第1～17章
　「キヨの港」の関所のチルテルは、バーチル館からデビス姫を連れ出し、関所の倉の中に監禁する。
　三千彦と伊太彦が救出に行くが、関所の落とし穴に落ちてしまう。　落とし穴にはチルテルたち関所の全バラモン兵や、ワックス一味も落ちてしまい、挙げ句の果てには救出に来た玉国別たちも落ちてしまう。
　もはや誰も救ってくれる人がおらず、死を待つだけ・・・そこへ初稚姫が霊犬スマートと共に現れて、全員を外に助け出す。
●第18～25章
　玉国別はサーベル姫に憑依した猩々姫（しょうじょうひめ）の願いにより、テルモン湖の猩々島の333匹の猩々たちを船に乗せて「スマの里」に戻って来る。
霊界物語　第６０巻　真善美愛　亥の巻　　　あらすじ

■前半はイズミの国のスマの里の物語。
　後半は讃美歌と祝詞と神諭である。
●第1～6章
　玉国別（たまくにわけ）はイズミの国のアヅモス山の「天王の森」に神殿を造り、バーチル夫妻は神主として奉仕することになった。　今まで「スマの里」の土地はすべてバーチル家のもので、村人はみな小作人だったが、バーチル夫妻は全財産を村人に分け与え、ここに楽天地が実現した。
●第7～11章
　玉国別一行は「天王の森」の古い社の床下を調査することになった。伊太彦が深い石段を下りて行き、岩窟の奥深くに封じ込められていたタクシャカ竜王を言向け和して「夜光の玉」を受け取る。また「キヨの湖」に潜むサアガラ竜王も帰順して、持っていた「如意宝珠の玉」を献上した。　玉国別一行は二つの玉を捧げつつ、聖地エルサレムへ向かって進んで行く。
●第12・13章（第3篇）
　「三美歌」が収録されています。キリスト教の讃美歌のメロディで歌えるようになっている。
●第14～19章（第4篇）
　「天津祝詞」「神言」を始め、各種の祝詞が収録されている。
●第20～25章（第5篇）
　「三五神諭（おおもとしんゆ）」が収録されている。　出口直（大本開祖）に艮の金神（国祖・国常立尊）が懸かって書いた「筆先」は漢数字と平仮名で書かれているが、これに王仁三郎が漢字を当てはめて普通に読めるようにしたものが「大本神諭」である。
　霊界物語の中のこの「三五神諭」は、大本神諭と異なる漢字が当てはめられており、一見偏狭で排他的と思われる部分がなくなって、より広いグローバルな解釈となっている。
霊界物語　第６１巻　山河草木　子の巻　　　あらすじ
■第61・62巻は讃美歌である。
　神を讃える歌や、信仰生活に関する歌、聖地・霊場を詠んだ歌、天界を詠んだ歌など、二巻で567篇もの歌が収められている。
　第61巻は主に七五調の歌、第62巻は主に和歌（五七五七七）から成っている。

霊界物語　第６２巻　山河草木　丑の巻　　　あらすじ

■第61・62巻は讃美歌である。
　神を讃える歌や、信仰生活に関する歌、聖地・霊場を詠んだ歌、天界を詠んだ歌など、二巻で567篇もの歌が収められている。
　第61巻は主に七五調の歌、第62巻は主に和歌（五七五七七）から成っている

霊界物語　第６３巻　山河草木　寅の巻　　　あらすじ
■聖地エルサレムへ向かう玉国別（たまくにわけ）一行の物語。
　スダルマ山、スーラヤ山、ハルセイ山の三つの山で、神の試練と教示が与えられる。
●第1～4章
　玉国別の一行は聖地エルサレムへ向かって進んで行く。
　スダルマ山を登ると、山頂に神素盞嗚大神（かむすさのおのおおかみ）が現れて「山上の神訓」を垂示した。
●第5～9章
　伊太彦（いたひこ）はスダルマ山の山麓で師匠の玉国別と別れ、ウバナンダ竜王のいるスーラヤ山へと進んだ。テルの里の里庄の家に泊まり、この家の娘ブラヷーダ姫にプロポーズされて結婚する。　伊太彦一行は船でスーラヤ湖へ出てスーラヤ島に渡り、山へ登って行く。山の中腹に死線地帯（邪気帯）があり、天津祝詞と天の数歌をうたいながら駆け上がり、ようやく死線を突破した。　岩窟の深い底に降りて行くと、ウバナンダ竜王の毒気に打たれて昏倒してしまう。
●第10～14章
　伊太彦一行の精霊は中有界をさまよい、高姫によって苦しめられる。　すると霊犬スマートを連れた初稚姫の精霊によって救われ、現界に戻って来た。　ウバナンダ竜王は解脱して、「夜光の玉」を伊太彦に渡し、天に昇って行く。
　迎えに来た玉国別たちと合流し、一行は船に乗って「エルの港」に到着する。
●第15～22章
　初稚姫の教示によって、一行は各自一人旅をしてエルサレムに向かうことになった。
　ハルセイ山を登って行く伊太彦、ブラヷーダ姫、三千彦、それぞれに神の試練が与えられる。

霊界物語　第６４巻上　山河草木　卯の巻上　　　あらすじ

■エルサレム物語の上巻。第64巻は上下の2冊に分かれている。　霊界物語は基本的に「35万年前」という時代設定になっているが、この巻は現代（大正時代）のエルサレムが舞台である。　日本から宣教にやって来た「ルートバハー」の宣伝使ブラバーサの活動と、それを妨害するユラリ教のお寅たちの妄動が描かれる。　ラブストーリーやドタバタ劇が繰り広げられるが、救世主の降臨ということがテーマになっており、世界の統一や平和に関する重要な話がたくさん出てくる。
●第1～18章
　「ルートバハー」の宣伝使ブラバーサは、教主ウヅンバラ・チャンダーに先立ち、日の出島（日本）からエルサレムに派遣されて来た。　ブラバーサは、クリスチャンの共同体「アメリカンコロニー」に住むマリヤの案内で、エルサレムや近辺の地域を見学、キリスト教やユダヤ教に対する感慨を深めて行く。　マリヤから愛を告白されるが、ブラバーサは妻子がいる。しかし言い寄るマリヤに断り切れず、百日の修行が終わってから…と約束してしまう。
●第19～27章
　日本からユラリ教の教祖お寅と、弟子のお花、守宮別（やもりわけ）らがエルサレムにやって来た。ブラバーサの活動を妨害するためである。

霊界物語　第６４巻下　山河草木　卯の巻下　　　あらすじ

■エルサレム物語の下巻。
●第1～5章
　カトリックの僧院で、ブラバーサが救世主の出現について演説をしていると、お寅が壇上に上がってきて「自分が本当の救世主だ」と言って妨害する。しかし聴衆によって演壇から引きずり下ろされる。
●第6～22章
　守宮別（やもりわけ）はお花が持っている大金を巻き上げようとして、お花と結婚し、お花を教主として新ウラナイ教を設立する。お寅は、愛人の守宮別をお花に奪われ激怒。　また、守宮別が綾子という芸者と浮気したため、お花は逆上し、ホテルで三人が大乱闘になる。　三人は警察から国外退去処分となった。ブラバーサも三五教の宣伝はマリヤに一任し、帰国することにする。

霊界物語　第６５巻　山河草木　辰の巻　　　あらすじ

■虎熊山と仙聖郷を舞台に、七人の宣伝使が活躍する物語。　最後に七人はエルサレムに到着し、七福神の神劇を演じる。
●第1～17章
　治道居士（ちどうこじ）の一行と、ブラヷーダ姫・デビス姫は虎熊山の山賊セールたちに捕まり、岩窟に監禁されてしまうが、一芝居を打ってセールたちを改心させる。　一行はエルサレム目指して進み、途中で虎熊山が大爆発を起こすのを目撃する。
●第18～23章
　三千彦は、仙聖郷（虎熊山の西方にある）の村長の未亡人スマナーが自殺しようとしているのを止めさせ、スマナーの財産を横領しようとたくらんでいたテーラやキングレスを改心させる。
　スマナーは財産をエルサレムや村人に寄贈して比丘尼（びくに）となり、仙聖郷は楽土によみがえった。
●第24～26章
　聖地エルサレムに玉国別、治道居士、真純彦、伊太彦、三千彦、デビス姫、ブラヷーダ姫の七人が到着し、七福神の神劇が演じられる。この日は9月8日で、綾の聖地の「錦の宮」の玉照彦、玉照姫の目出度き結婚式の日だった。

霊界物語　第６６巻　山河草木　巳の巻　　　あらすじ

■トルマン国を舞台に照国別一行が活躍する物語。　オーラ山の山賊を言向け和す。
●第1～6章
　バラモン教の大教主・大黒主（おおくろぬし）を言向け和すためハルナの都に向かって進み行く照国別一行は、デカタン国のタライ村で、バラモン軍によって略奪暴行を受けた老婆（サンヨ）と出会い、行方不明の二人の娘（ヨリコ姫、花香姫）を探し出すことを引き受ける。　里庄のジャンクも娘（スガコ姫）と許嫁（サンダー）が行方不明になっていた。
　大足別（おおだるわけ）が率いるバラモン軍を国から追い払うため、義勇軍へ参加するよう村人への動員令がトルマン国王から発せられた。ジャンクが従軍することを聞いて、照国別も従軍することを決める。これは敵を殺すためではなく、敵味方の区別無く誠の道を説き諭して平和に解決するためである。
●第7～11章
　オーラ山の修験者シーゴーは、玄真坊を始め三千の部下を集めてアジトをつくり、インドの覇権を握ろうとたくらんでいた。
　シーゴーの妻になっていたヨリコ姫は、大胆不敵にもシーゴーと玄真坊の二人を丸め込んで自分の部下にしてしまい、自分が女帝となってインドを統一してやろうと、天下取りの野望を持つ。
●第12～15章
　スガコ姫はシーゴーによって岩窟に監禁されていた。
　許嫁のサンダーはスガコ姫を探すためオーラ山に登り、同じ岩窟に閉じこめられてしまう。
●第16～20章
　照国別の弟子の梅公の活躍で、バラモン軍に捕まっていた花香姫は救われた。花香姫は梅公に求婚を申し込む。
　二人でオーラ山へ、姉のヨリコ姫を探しに行くが、捕まってしまい、サンダーとスガコと同じ岩窟の中へ。
　しかし梅公によって、女親分のヨリコ姫とシーゴーは言向け和される。話は次巻に続く。

霊界物語　第６７巻　山河草木　午の巻　　　あらすじ

■前半は「ハルの湖」を舞台にした梅公一行の物語。　後半から次巻にかけては「タラハン国」の国政改革の物語になる。
●第1～10章
　前巻から話が続く。オーラ山の山賊の親分シーゴーは、サンダーの両親に今までの罪を謝罪すると、両親はシーゴーに数多の土地を与えた。シーゴーは三千人の部下たちを開墾に従事させ、新しき村をつくることになった。梅公はヨリコ姫、花香姫を伴い、照国別一行に合流するため「ハルの湖」を船で南下する。　浮島で大きな猫のような岩が動き出し、島が沈没してしまうのを目撃。
　海賊が襲って来るが、梅公の天の数歌によって逃げ去った。　梅公一行はスガの港に上陸する。
●第11～22章
　タラハン国のカラピン王は、残忍な行為を左守シャカンナ夫妻に諫められると、刀で夫人を斬り殺した。シャカンナは娘スバール姫を連れて山の中の岩窟に逃げ落ち、悪党の右守ガンヂーが新しく左守となって王から国政を任された。
　10年が経ち、王の息子スダルマン太子とガンヂーの息子アリナが岩窟に現れる。
　スダルマン太子はスバール姫に恋慕し、姫を城に迎えるよう、アリナに命じる。

霊界物語　第６８巻　山河草木　未の巻　　　あらすじ

■タラハン国の国政改革の物語。　最後に梅公別によって救済される。
●第1～8章
　スダルマン太子に恋慕されたスバール姫は、父シャカンナと住んでいた山を下りて、都の町はずれ、茶の湯の宗匠タルチンの家に隠れて住むようになった。太子は変装してスバール姫の元へ通いつめる。
●第9～13章
　タラハン城下で暴動が起き、大火災が発生した。実はタルチンの後妻バランスが革命グループのリーダーで、逮捕されて取り調べを受け、アリナの計らいで太子がスバール姫と密会していたことを曝露する。民衆の強い要求によってバランスは釈放された。
　アリナは国事犯として指名手配され、山へ逃走する。
●第14～17章
　太子はスバール姫との恋愛にのめり込み、国家も国民も捨てて山間の古寺に二人で駆け落ちをした。
　国家を乗っ取ろうとたくらむ右守サクレンスによって二人は捕まり、水車小屋に監禁されるが、梅公別によって救出される。
●第18～21章
　太子はタラハン城に帰り、父カラピン王の後を継いで国王となった。スバール姫は王妃となり、シャカンナは左守、アリナは右守に抜擢され、国政の改革が断行された。

霊界物語　第６９巻　山河草木　申の巻　　　あらすじ

■南米物語。
　高砂島（南米）のウヅの国（アルゼンチン）とヒルの国（ペルー）で若者が立ち上がり、政治改革が行われる。
●第1～12章
　第33巻で国依別（くによりわけ）は末子姫（すえこひめ）（八人乙女の八女）と結婚し、ウヅの国の国司になった。
　それから歳月が流れ男女二人の子供（国照別、春乃姫）は成人していた。
　大老・松若彦は強圧的な政治を布いており、国民の間からは松若彦に対する不満が高まっていた。国司の国依別は「球の玉」の力で世の成り行きを達観していて、何事も時期が来なくてはうまく行かないことを知っていたので、政治の実権を松若彦に委ねていた。
　国照別は失踪して、国州（くにしゅう）と名を変え、またヒルの国（ペルー）の国司の息子・国愛別（くにちかわけ）は愛州と名を変えて、侠客となって国政を改革する機会を伺っていた。　国愛別は街頭で決起を促す演説をしたため逮捕され投獄されてしまう。
　国司の継嗣の国照別が失踪したため、妹の春乃姫が継嗣となり、春乃姫は国愛別を監獄から出してやった。
　ウヅの国は人心が乱れ騒動が多発し、春乃姫も国愛別も人心をなだめるため、三五教の宣伝に国内を駆けめぐる。
●第13～22章
　姿を消した国照別は、テルの国（チリ）の「架橋御殿」を拝礼し、「鏡の池」で神の教えを受け、ヒルの国（ペルー）へ進む。
　ヒルの国は楓別命（かえでわけのみこと）が国司として治めていたが、国内は乱れていた。
　行方不明の国愛別に代わって、妹の清香姫（きよかひめ）が継嗣となる。清香姫は国政改革に心を砕くが、父母や周囲の無理解のため改革は進まなかった。　嫌になった清香姫は城を逃げ出し、山中で国照別一行と出会う。　清香姫は城に帰り、国照別は選ばれて大王となり、ヒルの国政改革を行い、社会の混乱は収まった。　一方、ウヅの国はいよいよ危急の事態となる。そこへ国照別が帰国。　国愛別が民衆に選ばれて大王となり、国政改革を行ってウヅの国を救った。

霊界物語　第７０巻　山河草木　酉の巻　　　あらすじ

■インドのトルマン国の国政改革の物語。　三五教の宣伝使・照国別（てるくにわけ）が活躍する。
　高姫の再生である千草姫が本巻から第72巻まで登場して悪事を繰り広げる。
●第1～8章
　トルマン国はウラル教を国教としていたが、国民の一部はバラモン教に入り、また一部はスコブツエン宗（バラモン教と名は違うが主義は同じ）に入っていた。　バラモン教主の大黒主（おおくろぬし）は、トルマン国を帰順させるため大足別（おおだるわけ）将軍に討伐を命じ、三千人の兵によってトルマン王城は包囲された。　バラモン軍の軍使キューバー（スコブツエン宗の教祖）を、王妃の千草姫は色香で籠絡しようとするが、千草姫の肉体に高姫の精霊が再生してしまう。　チウイン太子が率いる義勇軍の攻撃によりバラモン軍は敗走。その際に放火したため城下は大火災になりかけたが、照国別と照公が祝詞を奏上すると鎮火した。
●第9～18章
　国王のガーデン王は、照国別と照公の功績に感じて三五教に改宗することにした。照国別が斎主となって祭典が開かれ、その最中にキューバーは祭典を妨害したため逮捕。また直会の時に千草姫が暴言を吐いて照国別を罵倒する。
　ガーデン王は千草姫に悪霊を注入され、千草姫を生き神として信じるようになり、城内は混乱する。
　キューバーを恋慕する千草姫は、照国別と照公を投獄。キューバーの所在を探して解放しようとする。
●第19～22章
　チウイン太子は事の重大さを思い、千草姫を暗殺しようとするが失敗。　千草姫は世界視察の名目で、太子と王女チンレイを巡礼に出す。二人は密かにシグレ町の長屋に住み、労働者に身を落として政治改革の時を待つことにする。
　千草姫は美男子の梅公に惚れて自分の部屋の中に入れる。梅公は杢助（第49巻で高姫が結婚した妖幻坊の杢助）の再生だと言って千草姫をだまし、仁恵令を出して囚人を釈放するようすすめる。
　照国別たちも釈放され、シグレ町の長屋に集まってチウイン太子を中心に新しい政治指導部を組織。王城に入ると千草姫は悪狐となって逃走する。　チウインが教王となって政治改革を実行し、国家が新生された。

霊界物語　第７１巻　山河草木　戌の巻　　　あらすじ

■インドのタラハン国の物語。
　玄真坊（げんしんぼう）、千草の高姫、妖幻坊（ようげんぼう）の杢助（もくすけ）といった悪役が出てきて悪事を重ねて行く。
●第1～7章
　第67巻第17章で、玄真坊がシャカンナの部下二百人を連れてダリヤ姫の捜索に出かけたが、その話の続きである。
　ダリヤ姫は神谷村（かみたにむら）の玉清別（たまきよわけ）の家に匿われていた。ダリヤ姫は「スガの港」の富豪の娘で、玄真坊にだまされて、山賊のシャカンナの砦に連れて行かれたが、シャカンナの部下バルギーを色目で誘惑し、一緒に砦から逃げ出したのだ。　バルギーは玄真坊の部下のコブライとコオロに捕まり、ダリヤ姫の居場所を白状させるため暴行を受けて気絶してしまう。
　バルギーの精霊は中有界をさまよい、バルギーによって金や命を奪われた人たちに責められる。玉清別やダリヤ姫によって救われ、バルギーは改心をする。
●第8～15章
　シャカンナはタラハン国の左守になっていた。　玄真坊、コブライ、コオロの三人はタラハン市に投宿し、大火災のドサクサに紛れて左守の館に入り、財宝を盗み出そうとするが、衛兵に捕まってしまう。　玄真坊はシャカンナの山賊時代の兄弟分で、そのことをネタにシャカンナを脅す。シャカンナは玄真坊に金を持てるだけ与えると、腹を切って命を絶った。　玄真坊たちは逃げる途中、捕り手に囲まれ、崖に飛び込む。　三人の精霊は中有界へ行き、シャカンナの霊に会い、欲望と罪に苦しんだ後、再び現界に戻って来る。気絶していた三人を介抱していたのは千草姫だった。
●第16～20章
　千草姫と玄真坊は、コブライとコオロを土中に生き埋めにして、金を持って立ち去る。　土中から何とか這い出したコブライとコオロは、玄真坊に復讐するため後を追い駆けるが、夢に神が現れて「何事も神に任せよ」と教訓を与える。二人は心を改め修験者になることにした。　千草姫と玄真坊は「入江の里」の浜屋旅館に滞在するが、千草姫は玄真坊を気絶させて金を独り占めにする。
　そこへ杢助（妖幻坊の杢助）が現れ、三年ぶりに再会した二人は再び組んで悪事を始めることになる。
　照国別一行が浜屋旅館にやって来ると、二人は逃げ出した。

霊界物語　第７２巻　山河草木　亥の巻　　　あらすじ

■インドのトルマン国の「スガの港」の物語。千草の高姫と妖幻坊の杢助の悪事と、それに対する照国別一行の活躍が描かれている。
●第1～7章
　高姫や妖幻坊が乗った老朽船が「ハルの湖」を「スガの港」に向かって進んで行く。　しかし途中で嵐に遭って転覆。乗客たちは照国別一行が乗った新造船に救助された。　妖幻坊は兇霊の正体を現し、高姫を連れて離れ島「太魔（たま）の島」に漂着。
　高姫はこの島にいたカップルを白蟻の餌食にして、服と舟を奪って妖幻坊と一緒に島から離れる。
　その後、梅公別（うめこうわけ）が島に現れてカップルを救出した。
●第8～17章
　スガの港の長者アリスは財産全部を大神に捧げて神殿「スガの宮」を造営する。
　その完成祭典の2日前に、ダリヤ姫が神谷村の玉清別に送られて帰宅した。玄真坊に拐かされて行方不明になっていたのだ。（第71巻第1～7章参照）　　ヨリコ姫はスガの宮に宗教問答所を開設。それを聞いた高姫と妖幻坊は旅館の別館をウラナイ教の本部にして宣伝を開始。スガの宮よりも参詣者が多くなった。　　キューバーは恋着した高姫のために、スガの町中を宣伝に回る。
●第18～22章
　高姫は、ヨリコ姫がオーラ山の山賊の女帝だったという素性をすっぱ抜いてヨリコ姫をスガの宮から追い出し、スガの宮を手に入れて、関係者を一人も残らず叩き出す。　梅公別が大きなツヅラを担いでやって来て、「あなたには傷はないのか」と言ってツヅラを開けると、「太魔の島」で白蟻の餌食にしたカップルが出て来た。　高姫は顔面蒼白となり、悪狐となって空の彼方に逃げて行った。　スガの宮は元のように玉清別が宮司となり、ヨリコ姫と花香姫は、照国別一行と共に宣伝の旅に出ることになった。
●特別篇　筑紫潟
　巻末に収録されている「筑紫潟」には、黒姫が死後、中有界で苦しみ、最後にはエンゼルによって救われる様子が記されている。

霊界物語　特別篇　山河草木　入蒙記　　　あらすじ

■大正13年（1924年）出口王仁三郎がモンゴルに宗教的国家の建設を志して行軍した実話が記されている。
●第1～14章
　大正13年2月12日、源日出雄（出口王仁三郎）は空に上弦の月と太白星が輝くのを見て蒙古入りを決意。真澄別（松村真澄）、名田彦（名田音吉）、守高（植芝盛平）の3人の信者を連れて日本を出発する。
　16日に奉天で、蒙古の馬賊の大巨頭・盧占魁（ろせんかい）と面会。「大本ラマ教」を創立して盧占魁を従えて蒙古に進むことに決め、3月3日奉天を出発して北へ向かう。
●第15～30章
　このたび日の出の国の大救世主が盧占魁を奉戴して蒙古救援軍を起こすというので、蒙古人は大いに喜び、続々と人が集まって来た。千人近い部隊となって行軍し、5月中旬に上木局子（かみもっきょくし）に到着。　武器弾薬が届くのを待つためしばらくここに滞在するが、東三省保安総司令の張作霖（ちょうさくりん）が盧占魁を討伐するという情報が入り、事態が悪化して行く。脱走者が多くなり、兵員を整理し五百人ほどになり、6月上旬には進路を南にとって奉天へ引き返す。
●第31～39章
　6月21日、パインタラで王仁三郎一行は張作霖の軍に捕まり、盧占魁は銃殺されてしまう。王仁三郎たちも銃殺刑となり処刑場に並ばされるが、なぜか弾が出ない。王仁三郎は辞世の歌を7回も詠み、やがて銃殺刑は中止となった。
　7月5日、日本の領事館に引き渡され、帰国の途に着く。
　25日に船を降りて下関に上陸。27日に収監され98日間、監獄に入れられた後、11月1日に綾部に帰還する。
●入蒙余録
　巻末に「入蒙余録」として短文が4篇収録されている。　その中の「蒙古建国」は三千人の馬賊を率いる女の頭目と出会ったことが歌にして綴られており、女頭目の父が大本開祖・出口直の次男・清吉ではないか…ということが歌われている。
★備考
　昭和10年（1935年）に出版された『出口王仁三郎全集』第6巻の「入蒙記」には、巻末の「入蒙余録」に5篇収録されている。「神示の世界経綸」と題する文章が、霊界物語の入蒙記には収録されていない。

霊界物語　第７３巻　天祥地瑞　子の巻　　　あらすじ

■「天祥地瑞」篇は大宇宙の根本の世界「紫微天界（しびてんかい）」の修理固成が描かれる。第73～75巻は太元顕津男（おほもとあきつを）の神の国生み神生みの旅の物語である。　まず本巻では、言霊によって紫微天界が創られてゆく様子と、太元顕津男の神が旅立って、御樋代神（みひしろがみ）と出会い、御子が生まれて行く様子が記されている。
●第1～14章
　言霊の働きによって紫微天界が創造され、その中心部にス神（天之峰火夫（あまのみねひを）の神）が祀られた。
　天之道立（あめのみちたつ）の神は厳の御霊として西の宮（紫微宮）の神司として、太元顕津男の神は瑞の御霊として東の宮（高地秀の宮）の神司として奉仕する。
　ス神から国生み神生みの神業を命じられた太元顕津男の神は、高野比女の神を正妃と定めて東の宮から神業を開始する。
●第15～25章
　太元顕津男の神の神業を理解する神は少なく、神格・神業が根本的に異なる天之道立の神はもちろん、神々は口をそろえて反対した。その上、自分の配下からも反抗する神々が出てきたため、東の宮を離れて神業を遂行することを決心する。　栄城山（さかきやま）の頂上で天津祝詞を奏上し神業の完成を祈ると、その言霊に感動した神々が集い太元顕津男の神を助けることになった。　その後、須佐の川辺で御樋代神の如衣比女（ゆくへひめ）の神とめぐり会い、高照山にて、国魂神の美玉姫の命が生まれる。
●第26～37章
　東雲国（しののめこく）の「玉泉郷」で御樋代神の世司比女（よつかさひめ）の神とめぐり会い、日向姫の命が生まれる。
　三笠山の聖場「玉手の宮」では御樋代神の現世比女（うつしよひめ）の神とめぐり会い、玉手姫の命が生まれる。

霊界物語　第７４巻　天祥地瑞　丑の巻　　　あらすじ

■太元顕津男（おほもとあきつを）の神と、「真鶴山」の生代比女（いくよひめ）の神、「玉野の森」の玉野比女の神による、神生み国生みの神業の物語。
●第1～9章
　太元顕津男の神は三笠山の神業を終えた後、十一柱の神を従え真鶴山に進み、七十五声の言霊を宣り上げると、真鶴山は四方八方に膨張して、原野は次第に固まり、真鶴の国が誕生した。
●第10～20章
　生代比女の神は太元顕津男の神に恋着するが、仁慈のこもった言霊の歌によって解脱し、御子を宿らせる。
　「玉野の森」で御樋代神（みひしろがみ）の玉野比女の神が現れ、生代比女の神の御子を共に育てることを誓う。
●第21～26章
　玉野比女の神は適齢を過ぎていたため「神生み」の神事には仕えず、より大きな「国生み」の神業に仕えるため、「玉野の森」で時期を待っていた。玉野比女の神の従者・本津真言（もとつまこと）の神が実はス神の化身だったことが分かり、一同は感激の涙にくれる。

霊界物語　第７５巻　天祥地瑞　寅の巻　　　あらすじ

■太元顕津男（おほもとあきつを）の神が、「真鶴国」で国生み神生みの神業を行い、「西方（にしかた）の国」の曲神（まがかみ）を帰順させて行く物語。
●第1～9章
　玉藻山の聖場で、太元顕津男の神と真言厳（まこといづ）の神の二柱が言霊を宣り上げて、真鶴の国土は大きく広がり高くなり、修理固成されて行く。　また、生代比女の神が宿した御子・千代鶴姫の命という国魂神が生まれる。
●第10～16章
　太元顕津男の神は言霊を宣り上げて、天界に必要な動物や草木を生み出した。
　その後、玉藻山（たまもやま）の聖場を去り、西へ進む。
●第17～23章
　太元顕津男の神は「西方の国」を拓くにあたり、まず「スウヤトゴル山脈」に姿を変じている曲神を言向け和すため、「柏木の森」へ向かう。

霊界物語　第７６巻　天祥地瑞　卯の巻　　　あらすじ

■太元顕津男（おほもとあきつを）の神の後を追って旅立った朝香比女の神の物語。国津神に火食の道を授ける話が記されている。
●総説
　日本を始め世界各地の神話伝説がたくさん列記しており、霊界物語における天地開闢宇宙創造説と比較して、天地の相違があることが示されている。
●第1～5章
　太元顕津男の神が「高地秀（たかちほ）の宮」を出て国生み神生みの旅に出発した後、高野比女の神を始め八柱の御樋代神（みひしろがみ）は、天津高宮に詣でた。高地秀の宮に帰る途中、曲津神が深い渓流と化して進路を妨害していたため、言霊の力で追い払う。再び曲津神が長大な山脈となり、その前に深い渓流をつくって妨害するが、これも言霊の力で消え去った。
●第6～8章
　高地秀の宮に帰った後、御樋代神の一人・朝香比女の神は、太元顕津男の神に対する恋慕の心が募り、一人で太元顕津男の神の元へ旅立つ決心をする。他の神々がそれを制止するが、朝香比女の神は一人で駒に乗って一目散に駆けて行く。
●第9～15章
　大野ケ原を一人で進む朝香比女の神の前に曲津神が巨大な怪物となって現れる。しかし火打ち石を打って真火（まひ）の光で追い払う。　栄城山の聖場で一夜を明かし、再び出発するが、その前に大沼が横たわっている。火で枯れ草を焼き、曲津神の化身である岩石を言霊の力で木舟に変じ、その舟で沼を渡る。
　丘陵に国津神の村があり、朝香比女の神は魚介類を真火の力で火食する方法を教える。こうして紫微天界（しびてんかい）で火食の道が始まった。朝香比女の神は、国津神の長の狭野比古（さぬひこ）を従えて、「西方（にしかた）の国」へ向かって進んで行く。

霊界物語　第７７巻　天祥地瑞　辰の巻　　　あらすじ

■「万里（まで）の島」を舞台に、御樋代神（みひしろがみ）の田族比女（たからひめ）の神と、朝香比女の神が活躍する物語。
●第1～6章
　朝香比女の神の一行は曲津神の化身である「魔の島」を言霊で周囲百里の島に変え、諸々の草木五穀を生み、「狭野（さぬ）の食国（をすくに）」を生み出した。　　「万里の海」を渡り、「万里の島」に上陸する。
●第7～20章
　スの神は「万里の島」を楽園にするために、八十柱の御樋代神のうち最も神力が強い田族比女の神に、十柱の従神をつけて天降らせた。　白馬ケ岳の谷間にひそみ、暴風雨を起こして国土を荒らす曲津を退治するため、田族比女の神の一行は万里の丘を発って、白馬ケ岳の「魔棲ケ谷（ますみがやつ）」に向かう。「泉の森」の聖所を本営として田族比女の神が鎮まり、霊山比古（たまやまひこ）の神を主将とする五男三女の神が魔棲ケ谷の曲津を無事に掃討して戻って来る。
●第21～24章
　万里ケ丘に凱旋した田族比女の神は、万里の島に住む総ての生き物を集めて祝典を開き、新しい国の方針を示す。
　朝香比女の神の一行が降臨した。田族比女の神は魔棲ケ谷の戦利品であるダイアモンドを捧げ、朝香比女の神は火打ち石を贈り、火食の道を教える。　朝香比女の神は別れを告げ、万里の海を東南さして旅立つ。

霊界物語　第７８巻　天祥地瑞　巳の巻　　　あらすじ

■朝香比女の神による「グロスの島」（葦原の国土）と「歎（なげき）の島」の物語。真火（まひ）の力と言霊（ことたま）の威力で、曲津を追い払って行く。
●第1～6章
　朝香比女の神の一行は「万里（まで）の島」を発ち、曲神の集まる「グロスの島」に近づくと、グロノス、ゴロスの二巨頭はあらゆる曲神を呼び集めて攻撃し、舟の行く手を妨害する。
　一行は島に上陸して火打ち石で雑草に火を点けると、大原野は焼き尽くし、グロノスとゴロスは逃げ去った。
●第7～12章
　朝香比女の神は忍ケ丘（しのぶがをか）に大本営を構え、四柱の神を邪神の根拠地「グロスの沼」に向かわした。四柱が言霊を宣り上げると、グロノスとゴロスはのたうち回り、空高く逃げて行く。
　御樋代神（みひしろがみ）の葦原比女（あしはらひめ）の神は鷹巣の山の宮を出て、朝香比女の神を迎えに現れた。
●第13～20章
　朝香比女の神は火打ち石と万里の島のダイアモンドを葦原比女の神に贈る。
　天に上弦の月と金星と土星が並んで輝くのを見て、この葦原の国土を改革すべき時が来たことを神々は感知する。葦原比女の神は国津神を天津神に昇格させ、今までの天津神を国津神に任じて、「葦原新国」と改称した。
●第21～25章
　朝香比女の神の一行は南に舟を進ませ「歎の島」に上陸。国津神に迎えられるが、大蛇（おろち）の災いが多いことを聞き、それは主（ス）の大神を祭らずに邪神を祭っているためであると教える。
　火打ち石を与え、再び舟に乗って「万里の海」を西方へ進んで行く。

霊界物語　第７９巻　天祥地瑞　午の巻　　　あらすじ

■朝霧比女の神による「葭原（よしはら）の国土（くに）」の物語。人面竜身の竜神族と、国津神の艶男（あでやか）と麗子（うららか）の間に、愛憎のドラマが繰り広げられる。
●第1～6章
　葭原の国土の玉耶湖（たまやこ）には人面竜身の竜神族が住んでおり、国津神のような人体を持ちたいと願っていた。
　玉耶湖の上流の水上山（みなかみやま）に国津神たちは生活しており、酋長の山神彦には艶男と麗子という二人の子供がいた。
　竜神の王は麗子を拉致して竜神の都（竜宮島）に連れ帰り、妃にして子供をつくり、種族改良をはかろうとした。麗子は観念して竜神の子を産む決心をする。　　艶男は麗子を探して、水火土（しほつち）の神に連れられて竜宮島にやって来た。
●第7～15章
　竜神族の女神たちは艶男の姿を見てあこがれて、結婚を迫るが、艶男は断る。しかし燕子花（かきつばた）に迫られてその愛をついに受け入れ、艶男の七日七夜宣る言霊によって燕子花は人身に生まれ変わった。
　艶男と燕子花は竜宮島を脱け出して、水上山の国津神の国へ帰る。
●第16～23章
　竜神の女神三人は艶男の後を追って湖を泳いで水上山の近くに隠れ住んだ。
　燕子花は艶男の子（竜彦）を産む。艶男が産屋をのぞくと妻が竜体となっていたため驚く。見られた燕子花は竜体となって湖中に潜んだ。　燕子花と他の女神の合わせて四柱の竜神が艶男を奪い取ろうと、争いとなり、天変地妖が起きる。
　そこへ御樋代神（みひしろがみ）の朝霧比女（あさぎりひめ）の神が天から降り、言霊を宣ると、天変地妖は治まった。

霊界物語　第８０巻　天祥地瑞　未の巻　　　あらすじ

■葭原（よしはら）の国土（くに）の「予讃（よさ）の国」を舞台に、冬男・秋男の兄弟たちが水奔鬼（すいほんき）を相手に戦う物語。
●第1～6章
　葭原の国土の高光山（たかみつやま）の西側にある「予讃の国」では、厳ケ根（いはがね）が執政となり政治を行っていた。
　葭原の国土は地上一面が葭草（よしぐさ）に覆われ、その間に水奔草という毒草が生えており、またイヂチという爬虫族が危害を与えるので、国津神たちはこの原野に住むことが出来なかった。　厳ケ根は四人の息子のうち四男の冬男に、国土調査を命じる。冬男は忍ケ丘（しのぶがをか）で、水奔草の毒で死んだ幽霊（水奔鬼）の頭である「笑い婆」によって毒を飲まされ、死んで幽霊となり、やはり死んだ家臣たちと力を合わせて「笑い婆」を追い払い、忍ケ丘で生活することになる。
●第7～15章
　冬男が帰って来ないため、次に厳ケ根は三男の秋男を派遣する。秋男は水奔鬼に妨害されるが、言霊の力で退けて、火炎山に向かって前進する。　秋男は国内の水奔草を火山の火で焼き払い、猛獣毒蛇も焼き払おうとして噴火口から火種を取ろうとするが、猛獣毒蛇は秋男一行に噛みついて、火口に投げ落としてしまう。
●第16～23章
　火炎山は大爆発して大きな湖と化し、そこに小さな島が出来た。死んだ秋男はこの島（秋男島（あきをじま））の精霊界の主となる。　厳ケ根は冬男と秋男の消息を探るため、春男・夏男その他多数の供をつけて調査に行かせる。
　水奔鬼が秋男島へ秋男を滅ぼすために襲撃する。そこへ天の鳥船に乗って朝空男（あさそらを）の神と国生男（くにうみを）の神が舞い降りる。また冬男一行の精霊、そして春男・夏男の一行も現れる。二柱の神が天の数歌を奏上すると、水奔鬼は全滅した。
　朝霧比女の神が鎮まる高光山の聖場に、朝香比女の神が降臨し、火打ち石を贈る。朝香比女の神が葭原に火を放つと、原野は焼き払われ、真火（まひ）の力で国土は新生した。　朝香比女の神一行は舟にて西方（にしかた）の国へ向け出発する。

霊界物語　第８１巻　天祥地瑞　申の巻　　　あらすじ

■「伊佐子（いさご）の島」のイドムの国とサールの国の物語。サールがイドムを侵略するが、両国で革命が行われる。
●第1～6章
　「伊佐子の島」の大栄山脈の南には「イドムの国」、北には「サールの国」があった。山脈の南側にある「真珠湖」には人魚が棲んでおり、その涙は真珠の玉となり、内服すると身体が光を放ち美人の子が生まれるので、イドムの国人は人魚を捕まえ涙を採ることを業としていた。そのためイドムの人は美男美女ばかりだった。　サールの国のエールス王は、自国の醜き種族を改良するため、真珠湖を占領しようと考え、大栄山脈を越えてイドムの国に進軍する。　イドムの国のアヅミ王は城から敗走して月光山（つきみつやま）に立て籠もり、イドムの国の再興をはかる。過去を省みて、山頂に神殿を建てて主（す）の大神を奉斎する。
　一方、イドム城を占領したサール国のエールス王は、神を畏れず驕り高ぶり歓楽にふけった。
●第7～10章
　エールス王の妃サックス姫は左守のチクターと恋仲になっており、エールス王を崖から落として殺害した後、女王として君臨した。
　真珠湖の人魚を捕まえるため、女王サックス姫と左守チクターらが舟に乗って行くと、人魚たちは反撃してサックス姫たちを亡ぼす。以後、人魚を捕まえようとする者はいなくなり人魚の群は繁栄した。
　王を失ったため軍師エーマンが後を継ごうと画策するが、イドムの国中から愛国の志士が決起して、群衆がイドム城に攻め寄せる。エーマンは死に、イドムの国人は国土を取り返した。
●第11～15章
　北のサールの国では、エームス太子が木田山城で王の留守を守っていた。エームス太子はイドムの国から捕虜として送られてきたチンリウ姫（アヅミ王の娘）に一目惚れし、結婚する。チンリウ姫の乳母アララギは自分の娘センリウを、チンリウ姫とすり替え、本物のチンリウ姫を遠島に島流しにしてしまう。　チンリウ姫は神に救われ祖国イドムの「真砂（まさご）の浜」に上陸した。
●第16～20章
　木田山城の侍臣の朝月は、チンリウ姫が偽者だと気付いたため、島流しの刑となる。やはり神に救われてイドムの国の「真砂の浜」に着き、チンリウ姫の臣下として仕える。
　サールの国ではアララギが実権を握って暴政をふるっていた。　偽のチンリウ姫（アララギの娘センリウ姫）はイモリの精セームスと恋に落ち、セームスはエームス王を殺して自分がエームス王になりすます。
　愛国団体の隊長・夕月が率いる暴徒が木田山城に攻め込んだ。偽のエームス王と偽のチンリウ姫は池に飛び込み、アララギは夕月の矢で死ぬ。イドムから帰国した左守ナーリスを中心に、木田山城に主の神を祀り、正しい政治を行わせ給えと祈願をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－28－
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